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競輪の補助金を受 けて実施 した ものですこの事業oo







序

デ ータベ ースは、わが国の情報化 の進化上、重要 な役割 を果 た す もの と期待 され て い る。

今後、 デー タベースの普及 によ り、 わが国 にお いて健 全 な高度 情 報化 社 会 の形 成 が期待 され

る。 さ らに海外 に対 して提 供可能 なデー タベースの整備 は、 国際 的 な情 報化 へ の貢 献 お よ び

自由 な情報 流通の確保の観 点か らも必要 であ る。 しか しな が ら、 現在 わが国 で流通 して い る

デ ータベースの中でわが国独 自の もの は1/3に す ぎないのが現状 で あ り、わが国デ ータベー

スサ ー ビスひいて はバ ランスあ る情報産業 の健全 な発展 を図 るため に は、 わが国独 自のデ ー

タベ ースの構築 およびデー タベー ス関連技術 の研究 開発 を強力 に促 進 し、 デ ー タベ ー スの拡

充を図 る必要が ある。

このよ うな要請 に応 え るため、働 データベー ス振興 セ ンターで は 日本 自転 車振 興会 か ら機

械工業振興資金 の交付 を受 けて、 データベ ースの構築 お よ び技 術 開発 につ いて民 間企業 、 団

体等 に対 して委託事業 を実施 して いる。 委託事業 の内容 は、 社会 的、 経 済的、 国際 的 に重 要

で、 また地域 および産業 の発展 の促進 に寄与す ると考 え られて いるデー タベースの構築 とデー

タベー ス作成 の効率化、流通 の促進、利用 の円滑化 ・容 易化 な どに関係 した ソフ トウ ェア技

術 ・ハー ドウェア技術 であ る。

本事業 の推進 に当た って、 当財団 に学識経験者 の方 々で構 成 され るデー タベ ース構 築 ・技

術開発促進委員会(委 員長 前山梨学院大学教授 蓼 沼良一 氏)を 設置 してい る。

この 「海外 ユ ーザ向 けの国産 デー タベース検索支援 用端 末 ソフ トウ ェアの開発 」 は平 成6

年度 の デー タベ ースの構築 促進 および技術開発促進事 業 と して、 当財 団 が カテ ナ株 式会 社 に

対 して委託 実施 した課題 の一つ であ る。 この成果 が、 デー タベ ー ス に興 味 をお持 ちの方 々や

諸分野 の皆様方のお役 にたてば幸 いであ る。

なお、平 成6年 度 デー タベースの構築促進 お よび技 術 開発促 進 事業 で実施 した課 題 は次 の

表 の とお りで ある。

平 成7年3月

財団法人 デー タベー ス振興 セ ンター



平成6年 度 データベース構築 ・技術開発促進委託課題一覧

分 野 課 題 名 委 託 先

1報 道 ニュースのマルチ メデ ィアデータベース構築 日本電子計算㈱ 名古屋支店

2携 帯型電子新聞プロトタイプの開発 ㈱ 日本経済新聞社/㈱ 日経データ

3SPORTSPOWERINDEXの パ イ ロッ ト版 デ ー タベー ス ㈱ ビ デ オ ・ リサ ー チ

社 会
の構築

4画 像 付 き地図資料 デー タベー スのプ ロ トタイ プの作成 働 地図情報センター

5パ ソ コ ンを利用 した副作用症 例デー タベースの構築調査 協立医師協同組合

1

6関 西 イベ ン ト&プ ロジェク トデー タベース構築 ㈱京都新聞社

中小企業振興 ,7ハ イ ビジ ョン大型映像 ソフ ト流通促進用 デー タベ ース構築 働 大阪科学技術センター

地域 活 性化 8分 散協調型 データベースのための高度運用 システムの開発 ㈱ エマーズ

と学習支援環境への応用

9電 子 デバイ ス情 報の電子花 ドキ ュメ'ン トのプ ロ トタイ プ作 令 電子デバイス情報サー ビス㈱

成`
海 外

10海 外 ユーザ向 けの国産 デー タベース検索支援用端末 ソフ ト カテナ㈱

ウ ェ ア の 開 発 一

」

ξ

11連 想 検索写 真デ ータベ ースのプ戸 トタイプ作成 シャープ ㈱

12レ ー ザー研 究デ ータベ ースの構築 ㈱応用光学研究所
1

13砂 漠化防止技術データベース ㈱ 新産業創造センター

技 術 14メ デ ィア変 換型感性 データベースの構築方法 の研究 ㈱ イメージ情報科学研究所

15フ ォ ー ル ト ト レ ラ ン ス な 多 デ ー タ ベ ー ス サ ー バ シ ス テ ム に ㈱ シネ ジャーナルプ ロダクシ ョン

関する調査研究

16創 出キーワードの自動付与に関する調査研究 ㈱ エ レ ク ト ロ ニ ッ ク ・ラ イ ブ ラ リー
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1.概 要

1.1シ ステムの 目的

日本 は、バ ブル景気 の終 焉 とともに、近来、稀 に見 る不況 期 を向 かえ て い る。 世界 的 に見

て も景気 はアメ リカが若干 の回復 の兆 しが見え、 ベ トナ ム、 香港 、 台湾、 マ レー シア、 シ ン

ガポール とい った東 ア ジア諸 国が好調で あるほか は、冷 戦構 造 の崩 壊 とと もに民 族 や宗 教 に

起 因す る地域紛争が多発 してお り明 るい兆 しは少 ない。 しか しな が ら、 日本GNP(国 民総

生産)が 第2位 、国際連合 への負担 も第2位 などか らで も、 日、 米 、 欧 と三極 化 した世 界経

済 の一翼 を担 う重要 な存在 とな って いる。戦後50年 を経過 し、 国際的 な影 響 力 の強 くな った

日本 で も、国際的 に活躍 す る舞 台が多 くなるに従 って、 い ろ いろな問題 点 が 出て きて い る。

た とえば、莫大 な対米貿易黒字 に起 因す る日米貿 易摩 擦 な ど とい った形 で現 れ た り、 マ ス コ

ミな どの報道 を見 て も世界が 日本 を正 しく理解 して い る とは言 え な い し、 その反対 に 日本 も

世界 を正 しく理解 して いない部分 があ る。 こう した誤解 を生 ん で い る原因 の一 部 と して っ ぎ

の ものが挙 げ られ る。

・言葉 の違 い

・歴史 的、 文化的 な土壌 の違 い

これ らを完全 に克服 す る ことは不可能 であ るが、 可能 な限 りの努力 は必 要 で あ る。 そ の一

つ の方法 と して コ ンピュータを利用 した情報 の交換 が あ る。 コ ン ピュ ー タを利 用 した情 報 の

交換 を具体化 した ものの一 つが オ ンライ ン ・デー タベー ス ・サー ビスで あ り、 成 長 を続 けて

いる産業 であ る。 日本 で もアメ リカには普及面で遅 れ を と って い る ものの法令 情 報、 学 術 文

献情報、記事情報、特許情報 などの多 くのデー タベー スが登 場 して い る。 しか し、 これ らの

デー タベースは、 日本語 のキ ー ワー ドで しか検索で きない。 これで は、1990年 代 ぐらい か ら

でて いる海外 のデー タベ ースユーザか ら日本 のデ ー タベ ー スを検索 した い とい う要 望 を満 た

す ことはで きない。

そ こで、海外 のデー タベ ースユーザが 日本国産 のデ ー タベ ー スを検索 した い要 望 を満 たす

ため に、本課題 は、端末側 の ソフ トウェアを開発す る試 みで あ り、 昨年度 の課 題 「其 日キ ー

ワー ド変換機能 を もつ デー タベ ース検索 システムの開発」の機 能拡張 した ものであ る。
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1.2検 索サポー トシステムの必要性

一 般企業が外部 か ら情報 を得 る方法 の一つ と して オ ンライ ンデ ー タベー スの情報 を利 用 す

ることが ある。 しか し、 オ ンライ ンデ ー タベー スの情報 を利用 して い る全 て の企業 が 直接 的

なユ ーザで はな く、検索代行業者 や調査 会社 に委託 す る場合 もあ る。 この よ うな検 索 を依頼

され る業者 にはサ ーチ ャと呼 ばれ る特殊 技能を もつ技 術者 達 が い る。 その 目的 は、 依頼 者 の

必要 な情報 を一番 コス トのかか らない方 法で検索 す ることにある。 すなわち、 サー チ ャ とは、

最 も効率的 な検索す るためのノ ウハ ウを駆使す る職 種 で あ る。 この よ うに他社 に委託 して ま

で もデ ー タベースの情報 を得 たい とい う事実 は、情 報 の需要 が あ る とい うこ とだ けで な く、

裏 を返せ ば、 自社で デー タベースを検索 して もコス ト的に釣 り合 わな いとい う こと もいえ る。

「何故、 サ ーチ ャー とい う職業が必要 なのか?」 、「何故、 自社 で デー タベ ースを検 索 す る と コ

ス ト的 に釣 り合 わないのか?」 とい った問題が オ ン ライ ンデ ー タベ ース産 業 の現 状 で はな い

か と思 われ る。

現在 のオ ンライ ンデ ータベー スの利点か らい うと、

① 大量 のデー タ資源が存在 す る。

② デー タの加工 の仕方 によって は、有効 な資料 と して使用 で きる。

③ 検索 の仕方 によって は、 デー タが速 く手 に入 る。

④ 必要 な データを検索 させ るために検索方法 を工夫 して いる。

⑤ デ ータが分野 別 に体系的 な分類 がな されて いる。

しか し、上 に示 した利点 は、条件付 きの ものが多 いが、 利用 の仕方 に よ って は活 きて くる

潜在 的資源で ある ことには、 間違 い無 い。 さて、 ユー ザが こう した有 効 資源 を効 率的 に取 得

す るた めには、何 をなすべ きか?、 障害 は何 なにか?と い うことにつ いて整理 す る。

(1)普 及状況 の立 ち遅 れ

デー タベー スの数、 ユ ーザ数 と もにわが国 は、欧米先進 国よ り立 ち遅れ て い る傾 向 に あ る。

デー タベー スの売上高 こそアメ リカにっ ぐものが あ るが人 日比 や為 替相 場 とい う経 済状 態 を

考 えれば、伸 びてい る傾向 にはある ものの まだ普及面 が立 ち遅 れて い ることは否 めな い。
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(2)検 索手続 きの難 しさ

一般 の検索手続 きは
、検索項 目(検 索 キーワー ド、書誌事項、etc)を 入力 して、大 きな概

念 の検索集合 か ら小 さな概念 の検索集 合へ とデー タを絞 り込 む もので あ る。 最 もコス トの掛

か らな く最 も良 い結果 を 出 したい とい う目的を実 現 す るため には、 適切 な タイ ミングで検索

項 目や検索式 を与 えな ければな らない。 これ は、 経験 のな いユーザ が操 作 す る と時間 がか か

る。時間がか か ると金 がか か るとい った悪 循環 を 引 き起 こし、 ユ ーザの デ ー タベ ース離 れの

原因 とな って くる。

(3)標 準化 されていな い検索式

検索 式 の標準化 は、 欧米 で はあ る程度 の標準化 がな され てい るが、 わ が国 で は、 初 めて、

オ ンライ ンのデー タベ ース ・サー ビスが始 まった と き端末機 か ら漢字 を入 力 す る こ とがで き

ない時代で あ った。 その ため検索 キー ワー ドは、 半 角 の カ タカナで入力 して いた。 こ うした

背景 か ら現在、 わが国の商用 デー タベー スは、 同 じ意 味 の検 索 キ ー ワー ドが漢 字 で あ った り

半角の カ タカナであ った りす るとい った非統一 の状態 で共存 して い る。 また、 最 近 で は、 メ

ニュー選択形式 も多 くな って きたが複雑 な検索 を行 うには、 コマ ン ド入力 が必要 で ある。

1.3昨 年度 システムの概要 と課題

昨年度 の課題 「英 日キ ー ワー ド変更機能 を もっデ ー タベー ス検索 システ ムの開発 」 は、 日

本 のデ ータベー スの海外 普及 の糸 口にな ることを 目的 と して い る。 操 作 面 で は、 キ ー ワー ド

入 力か ら検索結果表示 まで の過程 があ る程度、 固定 化 されて い る。 この ことは、 初 心 者 が単

純 な検索 を行 うのに は都 合が よいが、 サ ーチ ャーが行 うよ うな汎用 的 な操作 はで きな い。 昨

年度 の システムの もう一 つ の 目的 と して はコマ ン ドを入力 しな くて も操作 で きる こ とで あ る。

操作 はつ ぎの とお りであ る。 なお、 ターゲ ッ トのデ ータベー スは、 日経 テ レコムBizの 新 聞

記事情報 で あ る。

(1)キ ー ワ ー ドの入 力

キ ー ワ ー ド入 力 に は、 手 入 力 、 ア ル フ ァベ ッ ト順 検 索 、 階 層 検 索 、 単 語 検 索 、 関 連 語 検 索

の5種 類 が あ る。
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① 手入力

英語 のキー ワー ドを必要 なだ け手で入力 す る。

② アル フ ァベ ッ ト順検索

アル ファベ ッ トの範 囲を指定 して、 その範 囲 にあ る其 日 シソー ラスの用 語 を表 示 し検

索 キー ワー ドに使用 した い用語 を選択 す る。

例 えば、範囲 が`a'～`ah'と す ると

ABENDONEDMINES

ABLESEAMEN

ABUKUMARIVER

ABUDANTCROP

●

●

●

の よ うな アル フ ァベ ッ ト順 に並 べ られ た其 日 シ ソー ラス に存 在 す る閉 区 間[`a',`ah']

にあ るす べ て の 用語 を表 示 す る。 ユ ー ザ は、 こ の 中 か ら検 索 キ ー ワ ー ドに使 用 した い用

語 を選 択 す る。

③ 階層順検索

英 日シ ソーラスを上位階層か ら下位 階層 へ と検索 して い き、 検 索 キ ー ワー ドに使 用 し

たい用語 が表示 され た ら、 その用語 を選択 す る。 この機 能 は冊子 体 の シ ソー ラスの一 般

的な使 用法 と同 じで あ る。

④ 単語検索

単語 を入力す る と、 その単語 を含 む英 日シソー ラスの用語 を表 示 し、 検 索 キー ワー ド

に使用 したい用語 を選択 す る。単語 レベルで の部 分 入 力 に よ り検 索 キー ワー ドが確 定 で

きる利点 であ る。
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⑤ 関連語検索

既 に入力 されて いる検 索 キー ワー ドの関連 語 を表 示 し、 検 索 キー ワー ドに使用 した い

用語 を選択す る。意 味的 に近 い用語 を検索 キー ワー ドに使 用 す るので検 索精 度 を向上 さ

せ る利点が ある。

(2)回 線 の接続

検索 キー ワー ドが決定 した時点で、 日経 テ レコ ンBizと の回線 を接 続 す る。通 常 は、 通信

ソフ トウェアで、 自動接続 し、パ ス ワー ド等 を入 力す るが、 予 め オ プ シ ョンフ ァイル に登録

して いるコマ ン ド・シーケ ンス順 に コマ ン ドを 自動 的 に発 行 し検 索可 能 な状 態 まで立 ち上 げ

る。

(3)キ ーワー ドによる検索

既 に入 力 されて いる検索 キ ーワー ドを 日本語 に変 換 して キ ー ワー ド検 索 用 のFINDコ マ ン

ドを生成 して送信 す る。 この コマ ン ド送信 によ って デ ィス トリビュ ー タの セ ンター側 の シス

テ ムは、 キーワー ド毎 に検索集 合を作成 し、件数 を返 して くる。 シス テム側 は、 受 信 デー タ

を解析 して件数付 きの検索集合 の一覧 を表示す る。

(4)検 索集 合の一覧

「論理演算 による絞 り込 み」、「検索条件 による絞 り込 み」、 「タイ トルー 覧 の表 示」 に処理

を移す な ど、二次検索 の操作 の基 本制御 を行 う。 デ ィス トリビュー タのセ ンター側 の シス テ

ムか ら検索集合 の件数 を受信 す るたびに表示す る。

(5)論 理演算 による絞 り込 み

作成済 みの複数 の検索集合 同士のAND条 件、OR条 件で検索す るコマ ン ドを生成 して送 信

す る。 この コマ ン ドの送信 に よ って デ ィス トリビュー タのセ ンター側 の システ ムは、 回答 と

して の新 たな検索集合 を作成 し、件数 を返 して くる。 システ ム側 は、 受信 デー タを解 析 して

件数付 きの検索集合 の一覧 に追加 表示す る。
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(6)検 索条件 によ る絞 り込 み

作成済 みの検索集合 に検索条件 を与 えて件数 を絞 り込 む た めの コマ ン ドを生 成 して送 信 す

る。 この コマ ン ドの送信 によ ってデ ィス トリビュー タの セ ンター側 の シス テム は、 回答 と し

て新 たな検索集合 を作成 し、件数 を返 して くる。 システ ム側 は、 受信 デ ー タを解析 して件 数

付 きの検索集合 の一覧 に追加表示す る。

(7)タ イ トルー覧 の表示

検索集合 の一覧か ら任意 の検索集合 を選択 す る と、 そ の検索 集 合 に含 まれて い る記事 の タ

イ トルをすべて表示す る。,

(8)内 容 の表示

タイ トルー覧 か ら任意 の記事 の タイ トルを選択す る と、 その記事 の内容 を表示す る。

以上(1)か ら(8)ま でが標準的 な操作 で ある。 この操作 の中でっ ぎのよ うな点 が指摘 され た。

(1)キ ー ワ ー ドの入 力

① 「階層順検索」で表示 された用語 に下位概念語 があ る場合 にその旨 を表示 して欲 しい。

② キー ワー ドに関連語 があ る場 合 にその旨を表示 して欲 しい。

③ 英語 を入力 した らす ぐに対訳 の 日本語 を表示 して欲 しい。

(2)回 線 の接続

① 初 期設定用 のATコ マ ン ドと電話番号送信用 のATコ マ ン ドとの トー ンダイヤル とパ ル

スダイヤルの設定 の更新 が煩 わ しい。

② 回線接続時の トラブル対応 を単純 にす る。例 え ば、 この シス テ ムの様 に接 続 して い る.

過程が通信 ソフ トの よ うに表示 しな い受信 メ ッセ ー ジ解析 型 の場 合 、 シス テムが予想 し

て いない トラブルの対処が難 しいので、処理 を頭 に戻 す よ うな対処法 が使 い易 い。
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③ 全 体的 に受信 メ ッセー ジ解析が厳密 す ぎる傾 向 にあ りノイ ズな どの トラ ブル に対 応 で

きな い。 これ に対 応す るのは、か な り無理が あ るので通 信 中 の処理 は、 常 に ブ レー クす

る処理 を用意 した方 が よい。

〈3)キ ー ワ ー ドに よ る検 索

① キー ワー ド検索 が始 めの一度 しかで きな い。

(4)検 索集合 の一覧

① 現在、入力 した用語 を検索集 合 と して表示 して いるが、 将来 、 入 力 した用 語 が複数 の

日本語 に訳 され るよ うにな った ときは、現在 の この表示 は適 当 で な い。 かえ って、 英 日

変 換後 の用語を表示 した方 がよい。

② 論 理演算 による絞 り込 みの結果表示 を検討 すべ きであ る。

例)検 索集 合/1と 検索集合/2の 論理積検索集合/3の 表示

/1500RICE

/2150BREAD

/310/1*/2

③ 件数 な し検索集合 の表示 は、検索直後 は必要だが その後 は、表示 す る必要 が無 い。

例)0件 表示

OABCD

/1500RICE

/2150BREAD

(5)論 理演算 による絞 り込 み

①AND,ORにNOTも 加 え た い。
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(6)検 索条件 による絞 り込 み

① 掲載日付と掲載紙の他にページが必要か?

(7)タ イ トルー 覧 の 表 示

① 特 に問題 な し。

(8)内 容 の表示

① 現代 ダイア ログボ ックス内に表 示 して印刷 も可 能 で あ るが、 機械 翻訳 な どの将来 追 加

され るWinsowsア プ リケ ーシ ョンとのデー タの交換 を考えれば、 ウイ ン ドウに表示 して

メニ ューバーか らの選択 に よるク リップボー ドへの コ ピー、 フ ァイルへ の ダウ ンロー ド、

印刷 な どを機能 させた方 が よい。

1.4開 発方針

端末 側の開発 は昨年度 の システムの評価 を踏 まえてつ ぎのよ うな方針 で実施 した。

(1)AT互 換機端末

基本的 に 日本語MS-WindowsV3,1が 稼働 して いるパ ー ソナル コ ンピュー タで あれ ば稼 働

が可能で あるが、本 システムの 目的で ある海外 ユ ーザ 向 け とい う こと と導入 コス トの観 点 か

ら、AT互 換機、所謂、DOS/Vマ シ ンを端 末 と して採 用す る。

(2)DOS/V、MS-Windows環 境

本 シ ステ ムの 目的 の一 つ は、 コ マ ン ド入 力 か らの 脱 却 で あ る た め 旧 来 の コマ ン ド入 力 型 の

オ ペ レーテ ィ ング ・シ ス テ ム と は相 容 れ な い面 が あ る た め、GUI(グ ラ フ ィカ ル ・ユ ー ザ ・

イ ンタ ー フ ェ ー ス)を 採 用 す る。 現 在 、 パ ー ソナ ル コ ン ピ ュー タでGUIを 実 現 して い る オ ペ

レー テ ィ ング ・シス テ ム は、 ア ップ ル の マ ッキ ン トッ シ ュ 系 のOSとMS-DOS上 で 稼 働 す る

MS-Wind。wsが あ る。 本 課 題 で は、 操 作 上 は、GUIを 採 用 す るが、扱 うデ ー タはテキ ス トデ ー
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夕(新 聞 記 事)な の で 、GUIの み の オペ レー テ ィ ング ・シス テ ムで あ る マ ッキ ン トッ シ ュ系

よ り もテ キ ス トデ ー タ の加工 が 容 易 なMS-Windowsを 採 用 した。

(3)検 索 コマ ン ドの 自動 生 成

検 索 コ マ ン ドは、MS-Windowsの リス トボ ック ス によ る選 択 や、 ボ タ ンの 選 択 に よ って コ

マ ン ドを生成 す る。

(4)昨 年度課題 で作成 した英 日変 換用の シ ソーラスを採用

昨年度 の課題 「英 日キー ワー ド変換機能 を もつ デー タベ ース検 索 シス テ ムの開発」 で使 用

したっ ぎの よ うな3種 類 の シソー ラス辞書 を使用 す る。

① アル フ ァベ ッ ト順 リス ト

シ ソー ラ スの 用 語 の英 訳 した もの を、 ア ル フ ァベ ッ ト順 に 整 理 した も の で 、 一 つ の 用

語 に対 して、 ロ ー マ字 、 漢 字 、 ス コー プ ノー ト(用 語 の 使 用 法 、 注 訳)、 上 位 語 、 下 位 語、

関連 語 、 類 語 、 同 義 語 が 掲 載 さ れ て い る。 ま た、 英 日キ ー ワー ド変 換 に も使 用 す る。

② 階層 リス ト

シソー ラスの用語 を英訳 した もので、上位、 下位 の階層 関係 を示 した りス トで上 位 階

層か らの用語検索 に使用 す る。

③KWICリ ス ト

用語 を構成 す る単語別 に分類 しアル ファベ ッ ト順 に並 べ た もので、 用語 がn個 の単位

で構成 され てい る場合 は、n回 りス トに登場す る。 主 に単 語 か ら、 その単 語 を含 む用語

を検索す るのに使用 す る。

(5)其 日キー ワー ド変換 を補助 す るための英 日単語変換辞書 を内蔵

前年 度課題 の システ ムの英 日変換用 シソー ラス は、 日経 シ ソー ラスの一 部分 なので件 数 が

少 な い。 したが って、 ユーザが任意 に入力す る用語 を 日本 語 を許 せ な い場 合 が多 い。 検 索対

象 の 日経 テ レコンBizは 、 シ ソー ラスに掲載 されている用語(統 制 語)以 外 に もフ リー ター
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ム(自 然語)が 数多 く用意 されてい るため入 力 した用 語 を一般 的 な 日本 語 の名 詞 に訳 す こと

がで きれば検索 キー ワー ドと して充分使 用で きる。 この 英 日単語 変換 用辞 書 は、 英 日変換 用

シソー ラスのよ うに一対一 の翻訳 だけで な く一 対 多 の翻訳 が で きる特長 があ り一 つ の英語 の

用語か ら複数 の 日本語訳 キー ワー ドを生 成す ることが可能 で あ る。 この こ とに よ って、 検 索

ヒッ ト率 を高 め ることがで きる。

(6)ユ ーザ登録用其 日単語変換辞書を内蔵

英日変換用シソーラス辞書、英日単語変換用辞書いずれにも存在 しない用語を登録するた

めの辞書で、新語のように時代とともに発生するようなものや、固有名詞を登録すれば英日

単語変換辞書と同様に使用できる。

(7)キ ーワー ド入 力での 日本語 表示

キ ーワー ドを一件入 力す る都度、対応 す る日本語 を表示す る。

(8)二 次検索中 のキーワー ド検索 、

前 年度課題 の システムでは、 キー ワー ド検索 は、 一 次 検索 で しか使 用 で きなか ったが、 論

理 演算 によ る絞 り込みや検索条件 によ る絞 り込 みな どの二 次検 索 を行 った後 で もキ ー ワー ド

検索 を行 い再 び論理演算 や検索項 目で絞 り込 む ケース もあ るので、 これを実現 す る。

(9)関 連語表示

関連語 を もっキー ワー ドを入力 した ときは、用語 の右 に 「一>R」 を表 示す る。

(10)階 層検索 時下位語表示'

階層検索 時 に下位語 が存在 す る場 合 はその右 に 「+」 を表示 す る。

(11)検 索結 果表示

昨年 度課題 の システムは、 リス トボ ックスに表 示 して いたが、 この形式 だ と表 示 が あ ま り

に も固定化 されす ぎて いて デー タの出力 、移動 や加工 編 集 に難 点 が あ るため、 エ デ ィタ形式

の ウイ ン ドウ表示す る。 これによ って、 グ リップ ボー ドを利 用 した別 ア プ リケ ー シ ョンへ の
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デ ー タ転送や印刷 、 フ ァイル出力 が用意 にな り、簡易 ワープ ロ的な利用法 がで きる。

(12)通 信状況 の表 示 令

通信 ソフ トは、人 間が通信状況 を画面 か ら受 信 デ ー タを見 なが らコマ ン ドや選 択番 号 を入

力 す る方式 を とって いる。 本 システム の よ うに受信 デー タを解 析 してWindowsの メニ ュー

に表示 しユーザの選択 した結 果で送信 コマ ン ドを生成 す る方 式 は、 予 測で き る範 囲 内 の こ と

は、 システムが判 断 して いるが、予測 で きない通 信障 害が起 こった と きに弱 い面 が あ る。 そ

こで、通信状況 を表 示す る ことによ り予 測で きな い通信 障害 の原 因 が わか るよ うにな り、 適

切 な対処 が可能 にな る。
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1.5シ ステ ム の構 成

海外ユーザ検索支援端末

海

外

基

本

制

御

機

キー ワー ド編集機能 体系

・自由入 力機 能

・コピー、カ ット、ペ ース ト機能

・ファイル出力機 能

・プ リンタ出力機 能

キーワー ド生成機能体系

・アルファベット順検索機能

・階層検索機能

・単語検索機能

・英 日キーワード変換機能

・英 日補助変換機能

英日シソーラス辞書

英日単語辞書

ユ

|

英日単語辞書

ザ

検索手続き支援機能体系

・検索集合一覧表示選択機能

・文献一覧表示選択機能

・論理演算機能

・二次検索機能

検索 キー ワー ド

各種検索 コマ ン ド

国

際

回

ヒ
ヒ
ム
目

線

日 本

国

産

コ や

ア

1

夕

べ

1

通信機能体系 一 ス
・生成 コマ ン ド送信機能

・受信結果編集機能

・通信 モ ニタ リング機 能 一

検索結果編集出力機能体系 一

・ コ ピ ー 、 カ ッ ト、 ペ ー ス ト機 能

・フ ァイル出力機能

・プ リンタ出力機能

図1-1シ ステム構成図
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1.6前 年度課題 「英 日キー ワー ド変換機能を もつデー タベー ス検索 システムの

開発」との比較

表1-1今 年度、前年度比較表

機能種別 項目 今年度 前年度

キーワー ド編集

機能体系

キーワー ド入力 ・ ウ ィ ン ドウ か ら の 入 力

・複 数 入 力 可

・ コ ピ ー 、 カ ッ ト、 ペ ー ス ト

・ フ ァ イ ル 出 力

・プ リ ン タ 出 力

・ダイ アログボ ックスか ら入 力

・複数入力可

キーワー ド

生成機能体系

英 日シ ソー ラス ・アル ファベ ッ ト順検索

・階層順検索(複 数選択)

・単語検索

・関連語変換

・キー ワー ド詳細情報表示

・類語 、同義語変換

・キー ワー ド自動和訳

・アル ファベ ッ ト順 検索

・階層 順検索(一 件 選択)

・単語 検索

・関連語変換

・キーワー ド詳細情 報表示

・キーワー ド自動和 訳

其日単語辞書 ・補助的和訳

・ユーザ辞書による和訳

な し

検索手続き支援

機能体系

一次検索 ・検索 キー ワー ド検索 ・検索 キー ワー ド検索

検索集合一覧 ・一覧表示

・論理演算選択

・二次検索処理

・文献集合一覧選択

・0件 集合非表示モー ド

・検索コマンド入力

・一覧表示

・論理演算選択

・二次検索処理

・文献集合一覧選択

文献一覧 ・一覧表示

・文献選択

・フ ァイル出力

・プ リンタ出力

・一覧表示

・文献選択

・プ リンタ出力

二次検索 ・検索 キーワー ド検索

・日付検索

・メデ ィア検索

・日付検索

・メデ ィア検索

論理演算 ・AND

・OR

・NOT

・ コ マ ン ド入 力

・AND

・OR

・ コ マ ン ド入 力

通信機能体系 ・オー トログイ ン

(コ マ ン ド可変)

・コマ ン ド生成

・受信 データの解析

・通信 モニタ リング

(通 信状況 ウ ィン ドウ表示)

・オー トログイ ン

(コ マ ン ド固定)

・コマ ン ド生成

・受信 デー タ解析

検索結果編集

出力機能体系

・ コ ピ ー
、 カ ッ ト、 ペ ー ス ト

・ フ ァ イ ル 出 力

・ プ リ ン タ 出 力

・プ リンタ出力
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2.デ ータの用途 と検 索手続 き

本課題 で は・商用 のオ ンライ ン ・文 書 デー タベー スを対象 と して いるが、 最近 で は音 声、

画像・動画等 のマルチメデ ィアデー タを扱 ったデー タベ ースが登 場 して い る。 これ らは、文

書 デー タベー スとデー タの性質が異 な って いる。 ま た用途 も異 な って い る場合 が多 いので検

索 の手続 きもテキス トデー タベースの形式 とは異 な る。 本 課題 で作成 した ソフ トウ ェアの拡

張性 を検証 した。

2.1文 書デー タ

本課題で扱 うデー タで ある新 聞記 事 も文書 デ ー タの形態 のひとっ であ る。 文 書 デ ー タには、

他の デー タに も言え る ことで はあ るが、原本 とな る文書 の概要 を格納 してい る リフ ァレンス ・

デー タと文書全体が格納 されてい るフ ァク ト・デ ー タが あ る。 リフ ァ レンス ・デ ー タもフ ァ

ク ト・デー タもデ ィス トリビュータ側が キー ワー ドや著者 、 出版 社、 掲 載 日な どそ の文 献 の

履歴書 にあたる書誌 事項を付与 して いる。 キー ワー ドは、 あ らか じめ使 用 す る ことを 目的 に

用意 したシソー ラスにあ る用語 を使 用 した 「統制 語 キー ワー ド」 と本文 中か ら名詞 を 自動 的

に切 り出す などの方 法で作成 した 「自然語 キー ワー ド」(フ リー ター ム)が あ る。一般的 には、

キー ワー ドで文書 を検 索す るが、文書 中 に含 まれ て い る文字 列 で検 索 す る シス テ ム も存 在 す

る。文書 中 に含 まれて いる文字列 で検 索す る場合、 端末 側 での支援 は難 しい。 この よ うな場

合、端末 で可能 な ことは検索 す る文字 列 を単純入 力す る くらいであ る。

文書 自体 を検索 の対 象 に しない場合 は、 キー ワ ー ドや書誌 事項 に対 す る入 力 支援 用 のユ ー

ザイ ンター フェースを画面上 に用意 す る ことによ って端末側 でかな り支援 す る ことが で き る。

端末側 でで きることは、

●シ ソー ラ スの 内蔵

・検 索 支 援 用 ユ ー ザ イ ン タ ー フ ェー ス

・検 索 結 果 の加 工 編 集

・機 械 翻 訳

な どがあ る。 これ らば、デー タの用途 に係 らず、 どの形 態 の デ ー タで もあて はま る ことで は

あ るが、与 え る検索式 も文字 コー ド、 検索結果 も文 字 コー ドとい うオ ー ソ ドックスな形 式 の
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デ ータ検索 にお いて は特 に効 力 を発揮す る。具体的 な例 は次の とお りであ る。

(1)シ ソー ラスの内蔵

デ ィス トリビュー タが用意 してい る冊子体 の シ ソー ラス ブ ックを電子 化 して、 端末 内 に格

納 す る考 え方で、従来 データベース ・ユーザが冊子体 の シソー ラスブ ックを見 なが ら検索 キー

ワー ドを入 力 して いた ものを端末か ら参照 して選択入力す る ことが可能 にな る。 また、 シソー

ラスデー タの整備 の方法 によ って は、 分野か ら入 り上位 概念 の用語 か ら下位 概 念 の用 語 を探

す とい う従来 か らの冊子体 シソー ラスブ ックの使 い方以 上 の ことが可能 にな る。 例 え ばく 部

分文字列 による検索 とか索引検索、関連語検索、 類語 ・同義 語 検索 、 其 日キ ー ワー ド変換 な

どであ る。 この ことは、操作性向上 の観点 か らも有効 な手段 で あ る ことが いえ るだ ろ う
。 現

状 で は、 ハ ー ドデ ィスク、CD-ROM、MOデ ィス クな どハ ー ドウ ェア的 な条件 は満 た し

て い るが、 シソー ラスの著作権 な ど色 々な権利問題 を ク リア しな い と実 現 が難 しい。 将 来 の

オープ ン化 を期待 したい。

② 検 索支援用 ユーザ イ ンター フェー ス

デー タベースの世 界で もロー コス ト・オペ レー シ ョンとい う言葉 が通用 す る。

端末 での検索支援 の 目的 はコス トのかか らない検 索 を行 う ところ にあ る。 デ ー タベー スの

コス ト・パ フォーマ ンスのよ い検 索す なわ ち金 や時 間 をか けず に求 め られて い る情 報 を検 索

す るとい うことは初心者 だけでな く操 作 になれて いて も難 しい と され て い る。 これ は、 デ ー

タベ ース ・デ ィス トリビュー タの料金体系 にも関係 が あ る。 一般 的 な コス トは次 の式 の よ う

にな る。

全 コス ト=A+B+C+D+E+F

Aユ ーザの人件費

Bデ ー タベースの基本料金

Cデ ー タベースの接続料金(時 間で課 金)

Dデ ー タベースの検索結果 の料金

E回 線接続料 金(電 話料金)

F光 熱費(電 気料金等)
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BとD以 外 は全 て操作時 間 に左右 され る。 この ほか に検 索結 果 の不 可価 値 が在 るが こ こで

は、言及 しない。操作時 間がかか る要 因 は主 に次 の ことが挙 げ られ る。

・デ ータベ ース検索手順 に不慣 れであ る。

・検索戦 略を立 てて いない。

・検索 コマ ン ドの誤入力。

効率 のよい検索 は必要 とす るデー タをデー タベー スか ら、 で き るだ け早 く、 件数 の少 な い

検索集合 を得 ることにあ る。 その ためには、検索 コマ ン ドの順 序、 回答 に対 す る対応 につ い

て の シ ミュ レーシ ョンを して検索戦略 をたてな けれ ばな らな い。 また誤 入力 は、 タイ ミング

によ って は、誤 入力 した直前 よ り前 に入 力 した コマ ン ドを再入 力 しな ければ な らな い こ と も

あ り、 ロスが大 きい。

端末 で可能 な入力支援 ユーザイ ンター フェース は、 コマ ン ド入 力 を な く した もの にす る こ

とが望 ま しい。 コマ ン ド入力 のな いユ ーザイ ンター フェー ス とは、 す べて デ ィスプ レイ に表

示 して いる内容 をなん らかの形 で選択 す る方式 にな る。 したが って、端末側 システムは、 ユー

ザの操 作 による検 索 コマ ン ドの 自動生成 して送信 し、 そ の回答 と して受 信 した デー タを解 析

編集 して ユーザに分 か り易 い形で デ ィスプ レイ表 示 す る とい った システ ムが必 要条 件 とな っ

て くる。入力支援 イ ンター フェー スに も問題が ある。 一 つ は、 コマ ン ド入 力 で最 適 な操作 が

行 わ れた場合 よ りも操作時 間がかか る とい うことだ。 も う一 つ は、 デー タベ ー スの検 索操 作

の コマ ン ド入力 よ りも機能 が限定 され て しま うことで あ る。 前 者 の問題 は、 誤入 力 が少 な く

な ることと不慣 れで も操 作がで きる とい う利点 があ る。 後 者 は、 専 門の サ ーチ ャで はな い限

りすべて の機能を網羅す る必要が ないので はとの意見 もある。 この ようなユーザインターフェー

スは、機能 をふやす と操作 がかえ って繁雑 にな る傾 向が あ るの で必要 最 小限 度 の機 能 を取 り

込 み、不足分 は、 コマ ン ド入力 の余地 も残す形式が よ い。 す なわ ち、 初心 者 は、 必要 最 小 限

度 の機能 を取 り込 んだ検索支援 ユ ーザ イ ンター フェース部分 を使用 し、 専 門 家 は、 コマ ン ド

入力 と併 用す ることにな るだ ろ う。検索支援 イ ンター フェ ー スは、 完壁 とはいか ないが 、 マ

クロな観 点か らコス ト軽減 にな るだろ う。
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(3)検 索結果 の加工編集

デー タベースを検索 した結果 得 られた文書 デー タは、 通 常、 読 む こ とと印刷 す る こ とが許

されてい る。 その先 の利用法 は、デ ータベー スの デ ィス トリビュー タによ って異 な る。 検索

結果 を加工編集可能 なデー ターベ ースは、 ダウンロー ドが許 されてい るもの に限 られ る。

検索結果 を加工編集 す る端末側 の道具立 そ と しての パ ー ソナル コ ンピュー タのハ ー ドウ ェ

ア とソフ トウェアの現在 の環境 を考慮 すれば多様 な手段 があ る。

従来 の ダウ ンロー ド不可 のデー タベー スの場合 は読 む か、 また は内容 を 印刷 して の保管 す

る こと しかで きない。 したが って、 内容 を読 んで頭 の中で咀噛 し、別 の仕事 に応用 す るといっ

た行為が なされて い る。 ダウ ンロー ドが可能 に な って くる と内容 が一 時 的 に メモ リ上 に保 管

した り、 ファイルに永久保存す ることが可能 にな る。 マル チ タス クOSを 使用 す れ ば同 時 に

実行状態 にあるワープ ロソフ トウェア、 スプ レッ ドシー トソ フ トウェア、 デ ス ク トップパ ブ

リッシ ングその他諸 々のテキス トデー タ読 み込 み可能 な ソ フ トウェアを貼 り付 け る ことが可

能 とな り応 用範囲 が広が る。

(4)機 械翻訳

本課題 が 目的 と して いるバ イ リンガル ・システムの実現 は、 当面 は、 ユ ーザイ ンターフェー

スの部分 のみ とな って いるが、近頃 のパ ー ソナル コ ンピュー タ上 で稼 動 す る英 田翻 訳 シ ステ

ムや 日英翻訳 システムの精度 が上が って きたので、 検索 結果 の加 工 編集 で述 べ た よ うに、機

械 翻訳 システムを別 ソフ トウェア として利用すれ ば、言 語 の違 うユ ーザ で も理 解 で きるよ う

にな るだ ろ う。

2.2数 値デー タ

科学技術分 野や経済分野で は、数値 デー タを検索 す る場 面 が あ る。 数 値 デー タは、 加 工 せ

ず にその まま計算 に利用で きる。検索方法 自体 はテキス トデー タとそ う変 わ らな いが、 従 来、

デ ィス トリビュー タ側が用意 していた機能 が端末側で可能 にな って きた ことが注 目で きる。

(1)検 索 支援 ユーザイ ンター フェース

検索式 を自動生成 まで の過程 は、 キー ワー ド入 力支援 、 各 デー タベ ー スが用意 して い る検

索 項 目入力支援 は、 テキス トデー タの検索 と変 わ らな いが、 検索 結果 を加工 編集 す る前 の段
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階 のイ ンターフェー スを考慮 す る必要 が ある。数値 デ ー タは、 マ トリックス形 式 に加工 す る

場合 が多 いので、検索結果 をその ままダウ ンロー ドしな いで、 数値 と数 値 の 区切 り符号 を挿

入す るよ うなデー タ加工 が必要 にな って くる。 これ は、 検 索支 援 ユ ーザ イ ンター フ ェー スの

部分 で行 うか、検索結果 の加工編集 との間で行 うか は、意見 の別れ るところであ る。

② 検索結果 の加工編集

数値 デー タは一 口 に言 って も、色 々な種類 が ある。 統 計 デ ー タ、 科学 技 術 デ ー タ等 の分 析

を要す るデー タであ る。大抵 は、 マ トリックス形 式の デー タを分析す る場合 が多 い、 例 え ば、

統計解析 ソフ トウェア、多変量解析 ソフ トウェア、 数値 解析 ソフ トウ ェア、 構 造解 析 ソフ ト

ウ ェアな どがあ る。 この ような ソフ トウェア自体 に も表作 成 や グラ フ作成 の機 能 を も って い

るもの もあ るが、分析結果 を スプ レッ ドシー トソフ トウェアや デ ス ク トップパ ブ リッ シ ング

ソフ トウェアにデー タを貼 り付 ければ奇 麗な資料が作成で きる。

2.3マ ルチメデ ィア ・データ

画像、動画 、音声 データまた はそれ らの複合 デ ー タな どの所謂 マル チ メデ ィア ・デー タと

呼 ばれ るものがあ る。 これ らは、 デー タの性質上、 テキ ス トデー タや数値 デ ー タよ りデ ー タ

量 が多 くな るため、通信 回線 を転送 され る状態で は、圧縮 デー タであ る場 合が多 い。

(1)検 索 支 援 ユ ーザ イ ンタ ー フ ェ ー ス

マ ル チ メデ ィア ・デ ー タを検 索 す る場 合 は、.キ ー ワー ドの入 力支 援 も考 え られ る。 しか し、

実 際 の検 索 結 果 は ビジ ュ アル 表 示 で あ り、操 作性 も従 来 のキ ャラ クター ・ユ ーザ イ ンター フ ェー

ス のOSで は、実 現 が不 可 能 なの で 、 ウ イ ン ドウ ズ の よ う なGUI(グ ラ フ ィ カ ル ・ユ ー ザ

イ ンタ ー フ ェ ー ス)のOSを 採 用 す る よ うに な る。 そ の た め、 も っ と高 度 な 操 作 性 が要 求 さ

れ る。 例 え ば 、 デ ィス プ レイ に表 示 さ れ て い る ボ タ ンや イ ンテ リジ ェ ン トパ ッ ドを マ ウ スで

ク リ ックす る こと に よ り シス テ ム を起 動 した り、 画 像 表 示 部 分 を ク リ ッ ク して シ ス テ ム を 起

動 した りす る。

こ こで 、 起 動 す る と い う表 現 を して い るの は、 マ ル チ メ デ ィ ア ・デ ー タは 、 単 に検 索 して

デ ー タを取 得 す るだ け で な く、 そ の デ ー タを元 に して シ ス テ ム を起 動 しな い と意 味 が な い か

らで あ る。
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(2)検 索結果 の加 工編集

検索支援 イ ンターフ ェースの項 で述 べた よ うに マル チ メデ ィアデ ー タは、 シス テ ムが動 い

て いない とデ ータの意味 をな さない。 回線 を通過 して くるデー タは圧 縮 で デ ー タが多 く、解

凍 したあ と、表示 した り、音 を鳴 ら した り、動 か した りす る操作が必要 にな って くる。

したが って、検 索支援 イ ンター フェースと検索 結果 の加工 編集 部分 は、 一体 化 して いた方

が よい と考 え られ る。
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3.端 末内部辞書

本課題で採用 す る日英 パ イロ ッ ト・シソー ラスは、 国産 デ ー タベ ー スの特定 分野 の シ ソー

ラスに英語 を付与 した形態 の端 末内 シ ソー ラスであ る。 元 の シソー ラス は、 「日経 シソー ラス」

の ビジネス分野 が中心 にな って いる。 この国産 シ ソー ラス の用語 に英語 が一件 ず っ割 り付 け

て いる。

この、 シソー ラスは、3っ の用途を想定 して、作成 され てい る。

① 付加情報(日 本語、 ローマ字、関連語、 同義語 、類語)を 検索 したい。

② 階層順 に検索 した い。

③ 単語 で検索 した い。

これ らを実現 す るため に、次の3種 類 の フ ァイル を用意 してい る。

① アル フ ァベ ッ ト類 リス ト(シ ソー ラス本 体)

② 階 層 リス ト

③KWICリ ス ト

内容 の詳細 は次 に述べ る。

① 日本語 の シソー ラス(日 経 シソー ラスの ビジネ ス分 野)か ら作成 されてい る。

・ 語 の意味 は シソー ラス内での語 の意味 を分析 して定 めて いる。

② 英語 デ ィスク リプ タと して適切 な用語 を選択 して い る。

・ 原則 と して実 際使用 して いる語 であ ること。

・ 既存 の英語 シソー ラス中 のデ ィスク リプ タを優先 す る。

・ 英国式綴 り、 複数形 とす る。

③ 日本語 デ ィスク リプ タと英語 デ ィスク リプ タを1対1で 対応 させ てい る。

・ 英語 デ ィス ク リプ タと同義語 全体で重複 を さける。
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3っ の辞書 が用意 され てい る。 また補助的 な辞書 と して薬 日単語 変換辞書 、 其 日単 語変 換

ユーザ辞書 を用意 して い る。 そ して、 それぞれ構造毎 に用途 が想定 されて いる。

3.1ア ルフ ァベ ッ ト順 リス ト

シソー ラスの基本構 造 で見 出 し語 をキーにアル フ ァベ ッ ト順 に ソー トして あ る。 見 出 し語

には検索 に使 用で きる

優先語(preferredterms)

と、優先語の同義 語や類義語 で検索 には使用 で きない、

非優先語 の同義語 や類義語 で検索 に は使用 で きない、

非優先語(non-preferredterms)

とがあ る。

見 出 し語が優先語か非優先 語 か によって、 中にあ る項 目の種類 が違 って くる。

① 見出し語が優先語のときの項目

●

見 出 し語

ス コー プ ノ ー ト… … … 利 用 法 や注 釈

UF(UseFor)… … … 同義 語 、 類 義 語 に な って い る非 優 先語

NT… … …下 位 語

BT… … …上 位 語

RT… … … 関連 語

② 見 出 し語 が非優先語 の ときの項 目

・ 見 出 し語

・USE… ……検索 に使 用すべ き優先語
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見出 し語(優 先語)

l
ACCOUNTING[C3.3 .1]

NTALLOWANCES

ANNUALREPORTS

ASSETS

ASSETSREVALUATION

AUDITING

BREAKVENPOINT

DERECIATION

DISCLOSURE

EQUITYCAPITAL

FINANCIALSTATEMENTS

LIABILITIES

階 層 コ ー ド

下位語

BTFINANCIALMANAGEMENT上 位語

CORPORATEADVERTISINS .一 見出 し語(非 優先語)

USEINSTITUTIONALADVERTISING

INSTITUTIONALADVERTISING

UFCORPORATEADVERTISING

日本言吾ディスク リプタ

「
企業会計(KIGYO-KAIKEI)

引当金(HIKIATE-KIN)

アニュアル レポー ト(ANNUAL-REPORT)

資産(SHISAN)

資産再評価(SHISAN-SAIHYOUKA)

企業監査(KIGYO-KANSA)

損益分岐点(SON'EKI-BUNKI-TEN)

減価償却(GENKA-SHOKYAKU)

ディスクロージャー(DISCLOSURE)

自己資本(JIKO-SHIHON)

財務諸表(ZAIMU-SHOHYO)

負債(FUSAI)

財務管理(ZAIMU-KANRI)

企業PR(KIGYI-PR)

企業PR(KIGYI-PR)

図3-1ア ル フ ァベ ッ ト順 リス ト例

記号 の意 味 は、次 の とお りであ る。

・ 見 出 し語 が優 先 語 の 場 合

SN:ス コ ー プ ノ ー ト(scopenotes)。 この シ ソー ラス にお け る用 語 の 特 定 の 意 味 や 用 語 の

使 い方 の説 明。

UF:(usefor)。 同 義語 や類 義 語 に な っ て い る非 優 先 語 。UFと して 示 した 非 優 先 語 か ら

この見 出 し語 へ のUSE参 照 が あ る こ とを示 して い る。

NT:下 位 語(narrower)。

BT:上 位 語(Broaderterms)。

RT:関 連 語(relatedterms)

・ 見 出 し語 が 非 優 先 語 の場 合

USE:検 索 に使 用 す べ き優 先 語 を示 す 。
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3.2階 層 リス ト

用語間 の階層 関係 を表現 した リス トで、優先語 だ けを対象 と して い る。

に表現 され る。

階層 はっ ぎの よ う

A

・A1

・ ・A11

・ ・A12

・A2

・ ・A21

B

・B1

「・」 は、 階 層 の深 度 を示 して い る。 「・」 が多 けれ ば多 い ほ ど下 位 概 念 の 用 語 と い う こ と

にな る。 ま た、 同 一 階 層 は、 ア ル フ ァベ ッ ト順 に並 べ られ て い る。

C3.3

C3.3.1

C3.3.1.1

C3.3.1.1.1

C3.3.1.1.2

C3.3.1.2

C3.3ユ.3

C3.3.1.3.1

C3.3.1.3.1.1

C3.3.1.3.2

C3.3.1.3.3

C3.3.1.3.4

FINANCIALMANAGEMENT

・ACCOUNTING

・ ・ALLOWANCES

…LOANLOSSALLOWANCES

…RETIREMENTALLOWANCE

RESERVES

・ ・ANNUALREPORTS

・ ・ASSETS

…CREDITS

・ …BADDEBTS

…FINANCIALASSETS

…HIDDENASSETS

…INVENTORIES

財 務 管理(ZAIMU-KAIKEI)

企 業 会計(KIGYO-KAIKEI)

引 当金(HIKIATE-KIN)

貸 倒 引当金(KASIDAORE-HIKIATE-KIN)

退 職 引当金(TAISYOKU-HIKIATE-KIN)

ア ニ ュアル レポー ト(ANNUAL-REPORT)

資 産(SHISAN)

債 権(SAIKEN)

不 良 債権(FURYO-SAIKEN)

金 融 資産(KIN'YU-SHISAN)

含 み資産(FUKUMI-SHISAN)

棚 卸 し資産(TANAOROSHI-SHISAN)

図3-2階 層 リス ト例
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3.3.KWICリ ス ト

1つ の単語 か ら、 その単語 を構成要 素 に して いるすべ ての用語 を引 くため の リス トで あ る。

優先語 は、大文字 で表現 され、非優 先語 は小文字 で表現 され て い る。 構 成 要素 の単語 は、

アル ファベ ッ ト順 に用語 と一緒 に並 んで いる。

用語 を単語別 に分類 しアル フ ァベ ッ ト順 に並 べ た もの で あ る。 用語 が単語3語 か ら構成 さ

れて いた と した ら、 リス ト上、三 回登 場す る ことにな る。

PRODUCT

FUND

SHIPMENT

MARKETSFOR

CORPORATED

EXAGGERATED

INSTITUTIONAL

CORPORATELEGAL

ADAPTABILITY製 品 融 通(SEIHIN-YUZU)

ADJUSTMENT資 金 融 通(SHIKIN-YUZU)

ADJUSTMENT出 荷 調 整(SHUKKA-CHOSEI)

ADULTSuseMARKETSFORTHEMATUREDPERSON

ADVANTEST(CO.)ア ドバ ンテス ト(ADVANTEST)

ADVERTISING商 品PR(SHOHIN-PR)

ADVERTISINGCAMPAIGNSセ ールス キャ ンペー ン(SALES-CAMPAIGN)

ADVERTISINGEXPENDITURE広 告 費(KOUKOKU-HI)

ADVERTISINGuseINSTITUIONALADVERTISING

ADVERTISING誇 大 広 告(KODAI-KOUKOKU)

ADVERTISING企 業PR(KIGYO-PR)

AFFAIRS企 業 法 務(KIGYO-HOUMU)

図3-3KWICリ ス ト例

3.4.シ ソー ラ スの ア ク セ ス

3種 類 の シ ソー ラス の利 用 法 は、 つ ぎの とお りで あ る。

(1)ア ル ファベ ッ ト順検索

用語 の範囲 を指定 して、 その範 囲の用語 をすべて取 り出す。 ユ ーザ は、FROM、TOの2

っの入力欄 に用語 を入力 す る。英和辞 典 に例 える とFROMに 入力す る用語がAに 近 い方、TO

に入力 す る用語 がZに 近 い方 であ り、英 日シソー ラスに収録 してい る用 語 の内FROMとTO

の間 にあ る用語 をすべて取 り出す。内部 コー ドの大小 関係 は、次 のよ うにな る。

FROM入 力欄の用語≦検索用語 ≦TO入 力欄の用語
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② 階 層 順 検 索

上 位 概 念 語 か ら下 位 概 念 語 へ 検 索 す る 。 例 え ば 、 次 の よ う な 、 シ ソ ー ラ ス の 階 層 関 係 の 場

合 、

A

・A1

・ ・A11

…A111

…A112

…A113

…A114

・ ・A12

・ ・A13

・A2

・ ・A21

・ ・A22

・ ・A23

・A3

B

・B1

・ ・B11

・ ・B12

・ ・B13

・ ・Bユ4

・B2

・B3

・B4

・ ・B41

…B411

…B412

階 層 を 図 式 化 す る と、
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2A

3A

11A

21A

31A

12A

22A

32A

11B

111A

211A

311A

411A

B12

B13

B14

B41

B411

B412

B413

図3-4階 層 の図式化
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階層順検索は、上位概念語から下位概念語へ検索するか、下位概念語から上位概念語へ検

索するという操作になる。検索の遷移図は、次のようになる。

い⊥

2

3

A

A

A

-

り
ρ

O
O

4

B

B

B

B

All

A12

A13

A21

A22

A23

Bll

B12

B13

B14

Al

A112

A113

A114

B411

B412

B413

B414

図3-5階 層検索の遷移図

上 図の四角 に囲 まれ た部分 が一度 に表示 され る単位 で あ る。 この単 位 を1グ ル ー プ と して

デー タを整理 す ると、 システム設計上 のデ ータの管 理 が容易 にな る。 内部 的 に は、 次 に示 す

イ ンデ ックス ・フ ァイルを作成 す る。1用 語1レ コー ドで グルー プNOで ソー トされて い る。

用語 ア ドレスは、 アル ファベ ッ ト順 に整理 された フ ァイルのア ドレスを指す。
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用語 ア ドレス 下位 グループ

先頭 ア ドレス

上位 グルー プ

先頭 ア ドレス

自グループNO

: : : :

図3-6イ ンデ ッ ク ス ・フ ァイ ル の構 造

(3)単 語 による検索

単語 を入力 して、 その単語 を含 む用語 をすべて取 り出す。 英 日シ ソー ラスのKWICリ ス ト

を利用 する。KWICリ ス トは、同一 の単語 を含 む用 語 を集 めて い るので、 キ ー とな る単 語 で

用語 を検索す るための もので あ る。入 力 した単 語か ら用語 を検索 する方法 は次 のとおりである。

[単 語 イ ンデ ックス ・ファイル]

・1文 字 イ ン デ ッ ク ス

('A'一'Z')

・単 語 フ ァ イ ル

先頭 ア ドレス

[単語 ファイル]

・単 語 番 号

・単 語 長

・単 語

・用 語 インデックスファイル

先 頭 ア ドレス

[用 語 インデックス・ファイル]

・単語番号

・用語 フ ァイル ア ドレス

●

●

●

※ 同一単語 を含 む用語

は複数ある場合がある。

[用語 フ ァイル]

・用語 長

・用語(英 語)

(用 語 に係 る

その他 の情報)

図3-7単 語 による検索 の構造
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(4)関 連語検索

選択 した用語 の関連語 をあれ ば取 り出す。 アル フ ァベ ッ ト順 リス トには、 英 文 用語 毎 の 日

本語、 ローマ字、上 位語、下位 語、関連語、類語、 同義語 が 収録 されて い る。 関連 語 は、 各

用語 に近 い概念 の用 語で元 の用 語 と併用す る ことによ って、 検索 率 を高 め る ことがで き る。

す なわち、検索 キー ワー ドを補 完す る役割 を持 って い る。 選択 された用語 か ら関 連語 を検 索

す る方法 は次 の とお りで あ る。

[用 語 イ ンデ ックス ・ファイル]

・1文 字 イ ン デ ック ス

('A'一'Z')

・用 語 フ ァイ ル

先 頭 ア ド レス ー

[用語 フ ァイル]

・用語長

・用語(英 語)

・関連 フ ァイル先頭 ア ドレス

(用語 に係 る

その他 の情報)

[関連語 フ ァイル]

・関連語長

・関連語

●

●

●

※関連語 あ るいは、ない場合 もあるし、

複数 あ る場 合 もあ る。

図3-8関 連語検索の構造
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(5)詳 細表示

選択 した用語 の ローマ字、漢字、 ス コープノー ト(用 語 の使用法 、注釈)、 上位語、下位語、

関連語、類語、 同義語 を表示す る。 選択 され た用 語 か ら詳細 情報 を検索 す る方法 は次 の とお

りで あ る。

[用 語 インデックス・ファイル]

・1文 字 イ ン デ ッ ク ス

('A'一'Z')

・用 語 フ ァ イ ル

先頭 ア ドレス ー

[用語 フ ァイル]

・用語長

・用語(英 語)

・アル フ ァベ ッ ト順 リス ト

ア ドレス

(用語 に係 る

その他 の情 報)

[ア ル フ ァベ ッ ト順 リス ト]

・用語

・日本語

　'ロ ー マ子

・上 位 語

・下 位 語

・関 連 語

・ス コー プ ・ノー ト

・類 語

・同義 語

図3-9詳 細表示 の構造
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(6)日 本語表示

検索候補 のキ ーワー ドを 日本語 に翻訳 して表示 す る。 検索候 補 の キー ワー ドか ら日本語 を

検索 す る方法 は次 の とお りで ある。

[用 語 インデ ックス ・ファイル]

・1文 字 イ ン デ ッ ク ス

('A'一'Z')

・用 語 フ ァ イ ル

先頭 ア ドレス ー

[用語 ファイル]

・用語長

・用語(英 語)

・日本言吾フ ァイル ア ドレス

(用語 に係 る

その他の情報)

[日本語 フ ァイル]

・日本語 長

・日本語

図3-10日 本語表示 の構造

3.5英 日キー ワー ド変換辞 書

昨年度課題 の システ ムで は、 シソー ラス辞書 に格納 されて いない用語 は 日本語 に訳 せなか っ

た。今 回 は簡 単 な名詞 ぐらいな ら訳 せ る辞 書 を搭載 した。

この ことで シソー ラスに格納 されて いない用語(英 語)を 入 力 され て いな くて も英 日キー

ワー ド変換辞書 に格納 されてい る用語 で あれ ば 日本 語 に訳 され検索 キー ワ ー ドと して使 用 で

きる。本来 は シソー ラスに格納 されて いる用語 の方 が検 索 に は適 して い るが、 か な り自然語
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キー ワー ドが切 り出 されて いるので、 それ ほど精度が落 ち ることがない。反対 に検索 時 にヒッ

トしない方 が使 いに くか った。

辞書 の構造 は、 アル フ ァベ ッ ト順辞 書 とほぼ同 じで イ ンデ ックス辞書 でお お よそ の場所 を

つかみ、 メイ ン辞書 を検索 して い く方 式で ある。 この方式 は辞 書 に格納 され て い る用 語 の件

数 が多 い ほど検索速度 が論理 的 に落 ちるが、今 の と ころ、CPUや ハ ー ドデ ィス クの処理 速

度 の向上 の方 が早 いよ うで ある。

一 字 イ ンデ ック ス

A

B

:

●

Z

英 語 キ ー ワー ド 日本 語 キ ー ワ ー ド

3.6英 日キー ワー ド変換 ユーザ辞書

英 日キーワー ド変換辞書 でカバ ー しに くい用語 が あ る。 それ は、 固有名 詞 で あ る。 今 回検

索 の ターゲ ッ トとな ってい るデー タは、新 聞記事 は、 新語 、 造語 が特 に多 い。 英 日キ ー ワー

ド変換辞書 のメ ンテナ ンスが間に合 わない場合 に簡 単 に用 語 を登 録 す るル ー トを用意 す る必

要が あ った。

辞書構造 は単純 なテキ ス トフ ァイルで ある。
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4.プ ロ トタ イ プ ・シ ステ ム の設 計

先 に述 べ た開 発 の方 針 に した が って、 設 計 を行 った。MS-Windowsの ア ブ.リ ケ ー シ ョ ンな

の で 、GUI(グ ラ フ ィカ ル ・ユ ーザ イ ンター フ ェ ー ス)を 意 識 して 、 そ の性 質 を 利 用 した

機i能 をめ ざ した。

4.1基 本 制 御 機 能

本 プ ロ トタ イ プ ・シス テ ム は、MS-WindowsV3.1を 採 用 す る こ と に よ って 操 作 性 の

向上 を 図 った。Windowsは 、 デ ィス フ.レイ に窓 を開 いて 、 ア プ リケ ー シ ョンを実 行 す るOS

で あ る。Windows自 身 は、MS-DOS上 で 稼 働 して い る。 従 来 の、MS-DOSの 環 境 で はk処

理 の実 行 や プ ロ グ ラムの 起 動 す る た め に プ ログ ラ ム は、 プ ロ グ ラ ム の 存 在 す る デバ イ ス を 意

識 しなが らキ ー ボ ー ドか ら コマ ン ドを 入 力 しな けれ ば な らな い。 キ ー ボ ー ド入 力 が 中心 にな っ

て い た環 境 で は、 コマ ン ドの名 前 な どを覚 え な けれ ば な らず 、 初 心 者 に と って は特 に使 い に

くい環 境 に な って い る。 それ に対 して、Windowsの 環 境 で は、 処 理 の実 行 や プ ログ ラ ム の起

動 は、 マ ウ ス を使 った操 作 が 中心 に な る。 ア プ リケ ー シ ョ ンの 実 行 中 で も特 定 の 名 称 を 入 力

す る以 外 は、 す べ て マ ウ ス を使 った オ ペ レー シ ョ ンに な る。 コ マ ン ドを入 力 す るか わ り に ア

イ コ ン ・メ ニ ュー、 ダイ ア ロ グボ ックス の ボ タ ンを ク リ ック す る こ とで ほ とん どの こ とが で

き る。
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本 シ ス テ ム の機 能 に起 動 す るた め の ユ ー ザ ・イ ン タ ー フ ェ ー ス で 形 態 は メ ニ ュ ー バ ー付 き

の エ デ ィ ッ ト ・ウ ィ ン ドウ で図 示 す る と次 の よ うに な る。

Ke岬ord Op†ion

dD∫:rr|iin

Qui†

JApANESE

図4-1基 本制御画面

画面 上 部 が メ ニ ュー バ ー で、 こ こか ら操 作 が始 ま る。 ウ ィ ン ドウ の上 の 枠 が 英 語 の キ ー ワー

ド下 の枠 が 日本 語 の キ ー ワー ドが表 示 さ れ る。

メ ニ ュー の 階層 は、 つ ぎの とお りで あ る。
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表4-1メ ニ ュー 階 層 表

KeyWord

new キ ーワー ド新規入 力

update キ ー ワー ド修 正

delete キ ー ワー ド削 除

allclear キ ー ワー ド全 削 除

alphabetical アル フ ァベ ッ ト順検索

hierarchies 階層検索

word 単語検索

related 関連語検索

details 詳細表示

Search

connect 回線接続

search 検索

command コマ ン ド入力

disconnect 回線切断

Option

DBselect デ ー タベ ー ス選 択

centersetup データベース通信条件 設定

modemset モ デ ム セ ッ ト

wordentry 用語登録

worddelete 登録用語削除

Quit 終了

表4-2サ ブ メ ニ ュー

File

New 新規入力、 ウィン ドウク リア

Open フ ァイ ル オ ー プ ン

Save 名前を付けて保存

SaveAs 元 の ファイルに上書 き

Print 印刷

Quit 終了

Edit

Undo や り直 し

Cut 切 り取 り

Copy 複写

Paste 貼 り付け

Delete 削除

SelectAll 全て選択

※ サ ブメニ ュー は、 キー ワー ド新規入 力 と結果表示 で使 用する。
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4.2キ ー ワー ド編 集 機 能 体 系

キ ー ワ ー ド編 集 機 能 体 系 は、 エデ ィ ッ ト ・ウ ィ ン ドウ を テ キ ス トエ デ ィ タ の よ う に使 って

検 索 キ ー ワ ー ドの入 力編 集 を支 援 す る もので あ る。

(1)自 由入力機能

一1キ ー ワー ド新 規 入 力

FileEdit

キ ー ワ ー ド1.

キ ー ワ ー ド2

●

■

図4-2キ ー ワ ー ド入 力 例

検 索 キ ー ワ ー ドを ウ ィ ン ドウか ら入 力 す る機 能 で テ キ ス トエ デ ィ タ上 で 操 作 す る イ メ ー ジ

に な る。 行 が 違 う と別 の キ ー ワー ドと解 釈 す る。

上 の よ うな場 合 は、 キ ー ワー ド1と キ ー ワ ー ド2は 別 の キ ー ワー ドと見 な され る。

(2)コ ピー、 カ ッ ト、 ペ ー ス ト機 能

キ ー ワー ドを部 分 的 に編 集 す る と き に便 利 な機 能 。

① コピー機能

マウスで選択 した部分 を ク リップボー ドに転送 す る。

② カ ッ ト機能

マ ウスで選択 した部 分 を ク リップ ボー ドに転送 して ウ ィ ン ドウか ら削除す る。

③ ペー ス ト機能

ク リップボー ドの内容 を マウスで指定 した場所 に表示 す る。
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(3)フ ァイル入 出力機能

入力 したキ ーワー ドを ファイルに保存 した り、 既 に保存 して いるキ ー ワー ドを フ ァイルか

ら取 り出す機能。

(4)プ リンタ出力機 能

ウィン ドウに表示 され てい るテキス トを プ リンタに印刷 す る機能。

4.3キ ー ワー ド生成機能体系

英語 の検索 キー ワー ドを入力 して 日本 のデー タベー スを検索 す るために、 本 プ ロ トタイプ ・

システムで は、英 日シソー ラス ・パ イ ロッ トモデル を使 用 して い る。 この シ ソー ラ スは、前

に も述べ た とお り、 っ ぎの性質 を もって い る。

① 日本 のデー タベ ースを基本 に して い る。

② 英語 と日本語 は、1対1で ある。本 システ ムで は、 名 詞 中心 の英 日キ ー ワー ド変 換辞

書 と固有名詞 や新語 をユ ーザが登録す る其 日キ ー ワー ドに変換 ユ ーザ辞書 を使 用 して1

対多 の変換 を実現 す る。

③ アル フ ァベ ッ ト順 に整理 して あ り、関連語等 の情報 を備 えている。

④ 上 位概 念か ら下位概念 までを階層的 に整理 してい る。

⑤ 単語 で検 索で きるよ うに整理 して いる。

検索 キ ーワー ド作成機能体 系 は、以上 の性質 を もっ 内部 シ ソー ラスを利用 して、 一次 検索

を行 う。
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(1)ア ル ファベ ッ ト順検索機能

指定 した範囲 の シソー ラスを検索 す る機 能。 シ ソー ラスの検索 範 囲 は、 入 力 した二 つ の文

字列 の文字 コー ドの間 にあ るキー ワー ドで ある。

なお、範囲 の両端 は指定 す るfro皿 文字列 とTO文 字列 を含 む もの とす る。

－lAl
ph。b。ti。alsea,ch

1FROM[

TO[ 1

lOKl[・a・celi

図4-3ア ル フ ァベ ッ ト順検 索 ダイ アログボ ックス

上記 のダイ アログボ ックスに入力 す ると次 の条件 の該 当 キ ー ワー ドが キ ー ワー ド選 択 ダイ

アログボ ックスに表示 され る。

FROM文 字列 ≦該 当キー ワー ド≦TO文 字列

検索 されたキ ーワー ドの集合 は、 すべ て次 の よ うな ダイ ア ログボ ックスに表示 され て必要

な ものをユ ーザが選択 で きる。

－lK
eywordselect

〔選択前 キー ワー ド一覧〕

select↑ ↑

〔選択後 キ ーワー ド一 覧〕

OKcancel

図4-4キ ー ワー ド選 択 ダ イ ア ロ グボ ック ス
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(2)階 層 検索

階層順 に シソー ラスを検索 す る機能で、次 の ダイ ア ログボ ック ス上 に表 示 され る上 位概 念

語 か ら検索 を開始す る。

[Pt[二 亙=コ[二 亟=]1

図4-5階 層検索ダイ アログボ ックス

は じめ リス トボ ックスの中 に は、最上位 概念語 の一覧 が表 示 され る。 「NT」 ボ タ ンは、選

択 した用語 の一 階層下 の用語 の一覧 を表示 す る機能 であ る。 た だ し、 右 端 に 「+」 が表示 さ

れて いる用語 のみに使用可能 であ る。 すなわ ち、下位概念語 が存在 す る用語 の右端 には、「+」

が付与 されて表示 され る ことを意 味 して いる。

「BT」 ボ タンは、現在表示 されてい る用語 グルー プの一階層上 の用語 を含 んだ用語 グル ー

プの一覧 を表示 す る。

「OK」 ボ タンは、現在表示 されてい る用 語 グルー プをキー ワー ド選 択 ダ イア ログ ボ ックス

に表示 す る。

一1
Keywordselect

select [ー コ

画 cancel

図4-6キ ー ワー ド選 択 画 面
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(3)単 語検索機能

入力 した単語を含 んで いる用語 を シソー ラスか ら検索 す る。

一 コ
図4-7単 語入力 ダイ ア ログボ ックス

この ダイア ログボ ックスに単語 を入 力 し 「OK」 ボタ ンを ク リックす るとキー ワー ド選 択 ダ

イア ログボ ックスが表 示 され る。

一1
Keywordselect

select －

－ cancel

図4-8キ ー ワ ー ド選 択 ダ イ ア ログ ボ ック ス

(4)関 連 語 検 索 機 能

基 本 制 御 ウ ィ ン ドウに表 示 され て い るキ ー ワ ー ドを選 択 して そ の 関 連 語 を シ ソー ラ ス か ら

検 索 す る。

基 本 制 御 ウ ィ ン ドウの リス トボ ッ ク ス に表 示 され て い るキ ー ワー ドを一 つ ク リック しメ ニ ュー

のrelatedを ク リックす る と選 択 した キ ー ワ ー ドの 関 連 語 が表 示 され る。
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ただ し、選択 す るキ ー ワー ドの右端 に 「一>R」 の表示 の され て いな い もの に は、 関連語

が存在 しない。

一1
Keywordselect

select [=]

口 cancel

図4-9キ ー ワ ー ド選 択 ダ イ ア ログボ ック ス

(5)詳 細 表示 機 能

基 本 制 御 ウ ィ ン ドウ に表 示 され て い る キ ー ワ ー ドを選 択 して そ の キ ー ワ ー ドの 内容 を シソー,

ラス か ら検 索 す る。

基 本 制 御 ウ ィ ン ドウに表 示 され て い る キ ー ワ ー ドを一 つ ク リック し、 メ ニ ュ ー のdetailsを

選 択 す る と、 次 の ダ イ ア ロ グボ ック スが表 示 され る。

口
図4-10詳 細表示 ダイア ログボ ックス
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⑥ 英 日キ ーワー ド変換機能

キ ーワー ドの入力、修正、 アル フ ァベ ッ ト順 検索、 階 層検 索、 単 語検 索、 関連 語 検索 な ど

の よ うに検索 候補 のキー ワー ドの状況 が変 わ るた め に シ ソー ラス辞書 を参 照 して和 訳 を基 本

制御 ウ ィン ドウに下 の リス トボ ックスに表示 す る。

ただ し、一 つの英語 キー ワー ドに は、一件 の和訳 しかで きな い。 また、 英 日 シソー ラス辞

書 に格納 されて いないキー ワー ドは変 換で きな い。

(7)英 日補助変換機能

英 日キーワー ド変換機能 が英 日シ ソーラス辞書 を使 用 して い るため に、 一 対 一 和訳 や格 納

用語数 の少 な さか らくる不具合を い くらかで も是 正 す るた めに名詞 中心 の其 日キ ー ワー ド変

換辞書 と新 しい固有名詞 をユ ーザが登録で きる英 日キ ー ワー ド変 換 ユ ーザ辞書 を用意 し英 日

キー ワー ド変換機能 と同時 に機能す る。

英 日キー ワー ド変 換辞 書 は、一対多 の変換 が可能 で検索 の幅を広 げ ることがで きる。

英 日キー ワー ド変換補助辞書 は、最近発生 した新語 な どの よ うに英 日キー ワー ド変換 辞 書

の メ ンテナ ンスの間 に合わ ない ときにユーザが 自由に登録削 除がで きる。
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4.4検 索手続 き支援機能 体系

デー タ検索 は、 ユーザの必要 な情報 をいか に効率 的 に取 得 す るこ とが で き るか が、 ポ イ ン

トにな って くる。 本 プ ロ トタイプ ・システムで扱 う新 聞記 事情 報 は、 タイ トル や抄録 のみ の

リフ ァレンス ・デー タベースで はな く、全文 を収 録 した フ ァク ト ・デー タベ ー スで あ る。 正

確 に言 えば、写真、 絵、図、表 を除 いた フ ァク ト・デ ー タベ ー ス と言 え よ う。 従 って収 録 件

数が多 いので、絞 り込 む ため の条件 の与 え方 が通常 の通信 ソフ トを使用 した検 索 で も難 しい。

しか し、本 プ ロタイ プ ・システムの 目的は、可 能 な限 り、 難 解 な操作 を避 け る ことに あ る

ので、使用す る コマ ン ドは、 必要最小限 に した。 しか も、 この コマ ン ドは、 手 で入 力 す るわ

けで はな く、 ダイア ログボ ックスで の操作 を行 ってい くうちに、 自動 的 に生成 され る。

想 定 した検索手順 は、 っ ぎの とお りで ある。

① 検索 キ ーワー ドの作成

検索 キ ーワー ド作成機能体 系で検索 す るキーワー ドを作成 す る。

② 検索 キー ワー ドの和訳

検索 キー ワー ド作成機 能体系 で作成 したキー ワー ドで シソー ラスを検 索 して和訳 す る。

シソー ラスに存在 しなか った ときは、英 日キ ー ワー ド変換 辞書 及 び英 日キ ー ワー ド変 換

ユーザ辞書 を検索 し、 それで も存在 しないと きは、 その ま ま検索 キ ー ワー ドと して採 用

す る。

③ 検 索 キーワー ド個別 の検 索

和訳 された キー ワー ドで一つずっ検索 す る。 この とき、 キ ー ワー ドの個数 分 の検 集合

がセ ンター側で作成 され る。

④ 検索集合 に対 す る論理演算

既 に存在 す る検索集 合 に対 してAND、OR、

新 しい検索集 合が セ ンター側 で作成 され る。

NOT等 の論理演算 を行 う。 この と き、
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⑤ 特定検索集合に対する条件検索

ユーザがさらに絞り込みたい特定の検索集合に対 してv再 検索を行 う。検索条件 は、

新聞記事情報の場合、記事が収録されている日付と、記事が収録されている媒体で概ね

の検索結果は、得られる。

⑥ 特定検索集合 の タイ トルー 覧表示

ユーザが指定 した検索集合 に含 まれ るタイ トルの一 覧表示 をセ ンターに要求 す る。

⑦ 特定検索集合 の タイ トル選択 に よる内容表 示

タイ トルー覧 か ら内容 の見 たい ものを選択 し、 内容 を表示 す る。

以上の操作 を ウイ ン ドウズ化 す る ことによ って、 ユ ー ザ ・イ ンター フ ェースの向上 を

図 る。検索の流 れを図示す ると次 のよ うにな る。
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検索 キ ー ワー ドの作成

検索 キ ー ワー ドの和訳 マ

検索 キ ーワー ド個別 の検索

検索集合一覧

論理演算画面 条件検索画面

検索集合に対する

論理演算

特定集合のタイ トル

ー覧表示

タイ トル

ー覧

特定検索集合に対する

条件検索

特定検索集合 の タイ ト

ル選択による内容表示

※ は ウ イ ン ドウ を表 す。

陣
図4-11検 索の流れ

一45一



(1)検 索集合一覧

検索集合一覧は、検索キーワード個別に検索する一次検索や、検索集合同士での論理演算

や特定の検索集合に対する絞り込み検索といった二次検索の結果作成された検索集合と検索

件数を表示する。

一連 の検索手続 きは、検索集 合一覧 を起点 に して行 う。 検索 集 合一 覧 を表示 す る ダイ ア ロ

グボ ックスは次の とお りであ る。

一1
settable

命 second keyword － cancel

図4-12検 索集合一覧 ダイア ログボ ックス

上記 リス トボ ックスに表 示 されてい るの は、検索集合番号 、検索集合名(入 力時 のキ ーワー

ドまた は論理式)、 検索件数 であ る。[/1A2000」 の場合 は、 「/1」 が検索 集合 番号 、

「A」 が検索 集合名、「2000」 が2000件 を意味 してい る。

初期 の表示 は、入 力 したキー ワー ドを個別 に検索 した結 果 が表 示 され る。 検索 自体 は、 和

訳 されたキー ワー ドで行 わ れ るが、検索集合名 に は、 検 索 キ ー ワー ド作成 機 能体 系 で作 成 し

たキ ーワー ドをその まま表示 す る。 したが って、検索集 合名 は、通常、英語 で表示 され る。

各 ボ タンの機能 は、次 の とお りで あ る。

①logic

論理演算 ダイ アログボ ックスに処 理 を移す。
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②second

選択 した検索集合 を繰 り込 むための絞 り込 み検索 ダイアログボ ックスに処理 を移 す。

③keyword

検索条件 にキ ーワー ドを加 えたい とき基本 制御 ウ イ ン ドウに戻 る。 作成 され た検索集

合の情報 を保 存 して いるので、 この ダイア ログボ ックスに戻 った ときに使 用 で き る。 し

たが って、検索結 果 を残 したまま基本制御 ウイ ン ドウに戻 るところがcancelと 違 う。

④ok

選択 した検索集合 の タイ トルの一覧 を表示 す るた めの ダイ ア ログボ ック スに処理 を移

す。

⑤cancel

基 本 ウ イ ン ドウに戻 る。

(2)検 索集 合 に対す る論理演算

和訳後 の検索 キー ワー ドで個 別 に検索 す ると、最大 件 数 が、 キー ワー ドの件 数 分 の検 索集

合 セ ンター側 に作成 され る。 もちろん、 ヒッ トしなか った検 索 キ ー ワー ドの検索 集 合 は、 作

成 されな い。 ユ ーザが最終 的 にデ ータを見 る段 階で は、 この よ うな、 複 数 の検索 集 合 は、 検

索 手続 き中、一 つ に集約 して いかな ければな らな い。 そ のた めに は、 検索 集 合 同士 のAND

やORの 論理演算 を行 えば、両方検索集合 の意 を ぐんだ新 しい検索集合 が作 成 され る。 特 に、

ANDを 使 えば件数 を減 らす ことがで きる。

検索集合 に対 して論 理演算 を行 うための ダイ アログボ ックスは次の とお りで ある。
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一]
AllAND[三]巨]己][竺][-

図4-13検 索集合論理演算 ダイ アログボ ックス

検索 集合 の一覧 を表示 した リス トボ ックスに下 にあ る矩形 の部分 に論理 演算 式 を入 力 す る。

キーボー ドか らで も、下 の ボタ ンを ク リック して も論理演算式 を入力す ることがで きる。

各 ボ タンの機能 は、次 の とお りであ る。

①AllAND

検索集 合一 覧 に表示 されて いるすべ ての検索 集合 のAND条 件 の式 を生成 す る。

この場 合 は、「/1AND/2AND/3」 とな る。

②Set

検 索集合一覧 の中か ら一 つ検選択 して、 この ボ タ ンを ク リックす ると、 そ の検索 集合

番号が表示 され る。既 に式 が入力 されて い る場 合 は、 その式 の後 に追加 され る。 式 の入

力状況 が 「/1AND」 の ときに二行 目を選 択 しこのボ タンをク リックす れ ば、 「/1AN

D/2」 とな る。
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③AND

式 にANDを 追加 す る。 式 の入 力状 況 が 「/1」 の と きに この ボ タ ンを ク リックすれ ば

「/1AND」 とな る。

④OR

式 にORを 追加 す る。式 の入力状況 が 「/1」 の とき'V:この ボ哨タンを ク リックす れば 「/

10R」 となる。

⑤NOTl

式 にNOTを 追加す る。 式 の入 力状 況 が 「/1」 の と きに この ボ タ ンを ク リックす れ ば

「/1NOT」 とな る。

⑥ok

検索 集合一覧 の中か ら一 つ選択 して、 このボ タ ンを ク リックす る と、 その検 索集 合 内 に

記事 タイ トルを表示 す るため のダイ アログボ ックスに処理 を移 す。

⑦cancel

検索 集合一覧 ダイア ログボ ックスに戻 る。

以上 ① か ら④ が論理式 を生 成す るための もので、⑥、⑦ は、処理 を制 御す るための ボ タン

で あ る。

ここで、すべての検索集合 のANDを とる一例 を示 す。検索 キ ー ワー ドA、B、Cが あ り、

それ が個別 に検索 され た結果、次 の よ うな検索結果が得 られ た とす る。
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一1

settable

口 second keyword － cancel

図4-14検 繰 合 一覧ダイ ア ログボ ックス

こ こで 、 ユ ーザ が/1、/2、/3のAND条 件 の検 索 結 果 を得 た い と き、 「logic」 ボ タ ンを

ク リックす る。 この と き、 次 の ダ イ ア ロ グ ボ ック スが 表 示 され る。

一1
logic

AllAND【]⊆]「 亘コ巨][- cance1

図4-15検 索 集合論理演算 ダイア ログボ ックス

ここで、「AllAND」 ボ タ ンを ク リックす ると、次 の よ うに 自動的 に論理式 が生成 され る。
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己コ[三][亘][唖[-

図4-16検 索集合論理演算 ダイア ログボ ックス

式 を確認 した ら、「ok」 ボタ ンを ク リックす るとAND条 件の検 索開始 され、結果 と して、検

索集合一 覧の ダイア ログボ ックスに新 しい検 索集合 が表示 され る。

一1
settable

A .2000
B3000

C50

/1AND

国 second keyword 口 cancel

図4-17検 索集合 一覧 ダイア ログボ ック ス

(3)絞 り込 み検索機能

論 理演算で あな り絞 り込 まれて いる検索集合 に対 し、 検 索条 件 を与 えて、 件数 を さ らに絞

り込 む必要が ある。本 プロ トタイプ ・システムで の対 象 デー タベ ース は、 新 聞記 事情 報 で あ

るので、検索条件 は、収録年 月 日と収録媒体 にす る。

条件 を入力す る ダイア ログボ ックスは、次 のとお りであ る。
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secondsearch

DATE

FROM

TO

MEDIA

yearmonthday

19■ ■ ■

19□[口

MorningPaper

EveningPaper

口 cancel

図4-18絞 り込み検索 ダイア ログボ ックス

この ダイア ログボ ックスでDATEは 、 デ ー タの収録範囲でFROMか らTOま でを西暦 で指

定 す る。MEDIAは 、 デー タの収録媒 体で コ ンボボ ックス とい う一 種 の リス トボ ックスか ら

朝刊 とか夕刊 が選択で きる。 デー タの収録範 囲 と収録媒体 の両者 を同時 に入力 した場合 は、A

ND扱 いにな る。 それぞれの入力規則 は、次 の とお りで ある。

① データの収録範囲

・年 は西暦下2桁 を指定 す る。

・FROMとTOの 両方 に入力 があ った ときの検索範囲 は、 次 のよ うな関係式 になる。

FROM≦ 検索 範囲 ≦TO

・年 を指定 して月 日は指定 しな くて もよい。 この場合、 その年 がFROMに 入 力 され て い

て、TOが 入力 されてい るときは、 その年 の1月1日 と し、TOが 入力 されて い ない と

きは、 その年全体 を範囲 とす る。 そ の年 がTOに 入力 され て いて、FROMが 入 力 され

てい るときは、 その年 の12月31日 と し、FROMが 入力 され て い ない と きは、 その年

全体 を範 囲 とす る。
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例)検 索範 囲:1994年1月1日 ～1994年12月31日

DATE

FROM ,・[i]

19□

口

■

MorningPaper

EveningPaper

検 索 範 囲:1993年1月1日 ～1994年12月31日

DATE

FROM 19■

19□

口

口

MorningPaper

EveningPaper
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検 索範囲:1993年1月1日 ～1994年12月31日

DATE

FROM 19臼

19□

MorningPaper

EveningPaper

検 索 範 囲1993年1月1日 ～1994年12月31'日

DATE

FROM 19回

19田

口

■

口

口

MorningPaper

EveningPaper
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・ 年 月を指定 して 日を指定 しな くて もよい。 この場合、 その年 月がFROMに 入 力 され

て いて、TOが 入 力 されて いるときは、その月 の1日 と し、TOが 入力 されて い ない と

きは、 その月全体 を範 囲 とす る。 その年月がToに 入力 され て いて、FROMが 入力 さ

れてい るときは、 その月の末 日と し、FROMが 入力 されて いな い ときは、 そ の月全体

を範囲 とす る。

例)検 索範囲:1994年1月1日 ～1994年1月31日

DATE

FR・M!9□

19□

口

口

口

口

MorningPaper

EveningPaper

検索範 囲:1994年1月1日 ～1994年1月31日

DATE

FROM 19■

19□

口

口

MorningPaper

EveningPaper
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検索範囲:1994年1月1日 ～1994年12月31日

DATE

FROM 19□

19回

口

。口

口

、臼

MorningPaper

EveningPaper

検索範囲:1994年1月1日 ～1994年12月31日

DATE

FROM 19回

19□

口

回

■

口

MorningPaper

EveningPaper

・デー タの収録媒体 の選択 が あ った ときは、入力 しな くて もよい。
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② ・デ ー タの 収 録 媒 体 ∵ ㍉ 一 ∵ ∵ 川 一:'　 ・'…

・デ ー タの 収 録 範 囲 が 入 力 され て い る と き は入 力 しな くて もよ い
。

こ こで、 絞 り込 み 検 索 の 一 例 を示 す。

ヨ settable

A2000

B3000

C50

/1AND

国 second keyword 口 cancel

図4-18検 索集合;覧 ダイ アログボ ・yクス

ここで 「/4」 の検索集 合を絞 り込 みた いとき、 リス トバ ックスの4桁 目を ク リック して

「second」 ボ タンを ク リックす る。"－

DATE

FROM

TO

MEDIA

19□

19■

M。 。ni。g'P。pbr

EveningPaper

図4-19絞 り込 み検索 ダイア ログボ ック ス
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ここで、ユ ーザが 「1994年 の10月 の夕刊 」 とい う条件検索 を行 いた いときは次 の よ うに

入力す る。

secondsearch

DATE

FROM

TO

MEDIA

yearmonthday

19回 目 □

19■[口

↓

MorningPaper

lEveningPaperl

OK cancel

図4-20絞 り込み検 索ダイ ア ログボ ックス

ここで、「ok」 ボタ ンを ク リックすれば、次 の ように検索結果が出 る。

一1 settable

1

2

り
0

4

只
U

/

/

/

/

/

A2000

B3000

C50

/1AND/2AND/330

/4ANDDATE=9410ANDMEDIA=NKE

国 second keyword － cancel

図4-21検 索集合 一覧 ダイア ログボ ックス
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(4)検 索集合一覧表示機能

ユーザが、 これ以上検索集合 の絞 り込 む必要が な い と判 断 した ら
、 絞 り込 ん だ検索 集 合 に

含 まれて いる記事 の タイ トルの一覧 を表示 す る。 タイ トルー 覧 は、 内容 を表示 した い記事 を

選択 す るときに使 用す る。 タイ トルー覧 ダイア ログボ ックスを次 に示 す。

図4-22タ イ トルー覧 ダイア ログボ ックス

検索集合一覧 で内容 を見 た い検索集合 を検索 し、「ok」 ボ タンを ク リックす ると上記 ダ イア ロ

グボ ックスが表示 され る。

ここで、 タイ トルを選択 して、「ok」 ボ タンを ク リックす ると内容が表示 され る。

(5)内 容表示機能

タイ トルー覧で選択 した記事 の内容 が、次 の ように ダイア ログボ ックスに表示 され る。

一1 neWS

－
図4-23内 容表示 ダイア ログボ ックス
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一連 の検索手続 きの操作例 は次 のよ うになる
。

・検索 キー ワー一:ド個別 の検索 の結果 に対 して 論理演算 を行 う6

一1
settable

2000

3000

50

回 second keyword 口 cancel

図4-24

こ こで 、logicを ク リックす る。

・全 て のANDを とる。

検索集合一覧ダイアログボックス

'i
■←∴:・'

己][AND][⊃[司 巨 コ

図4-25検 索 集 合 論 理 演 算 ダ イ ア ログボ ック ス

こ こで、Al1ANDとokを ク リックす る。
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・絞 り込 み検索 を行 う。

一1
settable

A2000

B3000

C50

/1AND

国

/2.AND/3

second' keyword 口 cancel'

図4L26検 索集合L覧 ダイア ログ ボ ヅクス:'

ここで の、検索集合/4を 選 択 してsecondを ク リックす る。

・絞 り込 み条件 を加 え る

、ec。nd、6arch'

`

DATE

FROM

TO

MEDIA

yearmonthday

19□ □ ■

19□ □ □

↓

MorningPaper

lEveningPaperl

OK ・4nce!

図4-27絞 り込 み検索 ダイアログボ ック ス
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・タイ トル表示を指示す る。

A2000

B3000

C50

/1AND/2AND/330

/4ANDDATE=9410ANDMEDIAニNKE

－ 口
図4-28検 索集合一覧 ダイア ログボ ックス

こ こで、/5を 選択 しokを ク リックす る。

・記事1の 内容表示 を指示 す る。

一1
TITLETABLE

/4ANDDATE=9410ANDMEDIA・ ・NKE

口 cancel

図4-29タ イ トルー覧表示 ダイ アログボ ックス

こ こで の、記事1を 選択 しokを ク リックす る。

一62一



・内容を表示する

－IneWS

FileEdit

記事194/10/10P1

《 記事1の 内容 》

図4-30内 容表示 ウイ ン ドウ
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4.5通 信 機能体系

4.5.1生 成 コ マ ン ド送 信 機 能

従来 の、 デ ー タ検 索 は、 ユ ー ザの判 断 で コマ ン ド入 力 し、 検 索 手 続 き を進 め て き た が 、 本

プ ロ トタ イ プ ・シス テ ム は、MS-Windowsの ユ ー ザ ・イ ンタ ー7エ ・・-1スを 利 用 して 、 コ マ ン

ド入 力 を しな くて もよ い形 式 に して い る。:∵

コマ ン ド入 力 は、 メ ニ ュー や ボ タ ン ・コ ン トロ ー ル を マ ウ ス で ク リ ッ クす る操 作 が 、 コマ

ン ドの パ ラ メ ー タの入 力 は、 リス トボ ック ス に表 示 さ れ て い る項 目 を選 択 す る操 作 が 、 そ れ

ぞれ 、 ほぼ 対 応 して い る。 主 に使 用 す る コマ ン ドは、 日経 テ レコ ン ・コ マ ン ド体 系 の 「FIND」

コマ ン ドと 「SHOW」 コマ ン ドで あ る。

(1)コ マ ン ドの構 文

「FIND」 コ マ ン ドは、 検 索 を行 う機 能 を もち、 「SHOW」 コ マ ン ドは 内 容 を 表 示 す る 機 能

を もっ 。 使 用 しな いパ ラ メ ー タを排 除 した構 文 は次 の とお りで あ る。

な お、 構 文 の順 序 は、 左 か ら右 で あ る。 表 の 区 切 り は半 角 ブ ラ ン クが あ る こと とす る。

① 「FIND」 コマ ン ド

〔構 文 〕

検索式

〔検索式の構文〕

関係式
AND

関係式
OR

NOT

AND

OR

NOT
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② 検索 キーワー ドの個別検索

ユーザが最初 に行 う検索 は、検索 キー ワー ドによ る検索 で あ る。 検 索 キー ワー ド作成 支援

体系 で作成 した検索 キー ワー ド(英 語)を 和訳 レた もの での検索 で あ る。 本 プ ロ トダイプ ・

システムで は、後 で行 う複数検索 集合 の論理演算 を 自由 に行 うた め に、 複 数 の和訳 した キー

ワー.ドに対 して、1回 ずっ検索 を行 う。・例 えば、和訳後 のキーワー ドがJ1,J2,J3,J4,J5,の5

件 あ ると きは、'・`

FINDJl

FINDJ2

FINDJ3

・FINDJ4

FINDJ5

を連続 して発行 す る。 この場 合、1回 、1回 、 検索 が ヒ ッ トした キ ー ワー ドの検 索集 合 が作

成 され る。 すべて、検索 が ヒッ トした ときは、/1,/2,/3,/4,/5と い う5件 の検索集合 が作

成 され、 あ との論理演算 の ときにそのま まの記号 で使用 され る。

(3)検 索集合 同士 の論理演算

和 訳後 の検索 キー ワー ドJl,J2,J3,J4,J5を 個別 に検索 したと きに作成 され る検索集合/1,/

2,/3,/4/5は 、検索手続 きを進 めて い く上で、1っ の検索集合 に集約 して い くこ どにな る。

通常 は、 すべて の検索集合 に対 してANDを とる。 この場合、

FIND/1AND/2AND/3AND/4ANb/5

とい う構 文 にな る。 言 葉 にす る と、 「キ ー ワ ー ドJ1,J2,J3,J4,J5全 て を もっ 記 事 を 検 討 す る」

または 「検索集 合/1,/2,/3,/4,/5全 て に存在す る記事 を検索 す る」 とい った表現 にな るだ

ろ う。

しか し、
.も し/2と/3が/1の 関連語 で ある場 合の よ うた、 単 純 にANDを と るこ とが適

当で ない とき(検 索集合/1,/2,/3だ け は、ORを とりたい)は 、 次 の よ うな構 文 も考 え ら
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れ る。

FIND/10R/20R/3AND/4AND/5

とい う構文 になる。言葉 にす る と、 「検索集合/1,/2,/3を 合 わせ た集合 と/4,/5に 共 通 に

存在す る記事 を検索 す る」 とい った表現 になる。

(4)特 定検索集合に対する条件検索

検索集合同士の論理演算の結果、/6と いう新 しい検索集合が作成されたとする。このとき、

検索集合/6に 含まれる記事の件数がまだ多いときは、再度絞り込まなければならない。記事

を絞り込むために与える条件は、収録日付の範囲と収録媒体の種類(新 聞の種類)で あ る。

絞 り込み検索の構文は次のようになる。

① 日付 で絞 り込 む例

FIND/6ANDDATE=9310

(1993年10月 に掲載 された記事 だけを検索 す る)

② 媒体で絞 り込む例

FIND/6ANDMEDIA=NKE

(日経 の夕刊 に掲載 された記事 だ けを検索 す る)

このよ うな、条件検索 を繰 り返 す ことによって、 ヒッ ト件数 を絞 り込む。

(5)タ イ トルの表示 と内容 の表示

デ ータベー スのユーザは、欲 しい情報 を速 く手 に入 れ る ことが 目的 で あ る。 す なわ ち、 自

分 が見た い新聞記事 を見 るこ とが検索 の最終的 な 目的 とい うこ とにな る。 特 定検 索集 合 に対

す る条件検 索 をユーザが納得 い くまで繰 り返 す ことによ って得 られ た検索 集合 の内容 を見 た

い とき、集合 に含 まれて い る記事 の タイ トルをすべ て表示 し、 その 中か ら見 た い記 事 の タイ

トルを選択す るとい う手続 きが行 われ る。

ユーザ は、最終 の検索集 合か ら記事 の内容 を見 るまで に、 タイ トルの表 示、 内容 の表示 と

い う2段 階の コマ ン ドの発 行 を行 うことになる。 タイ トル の表示 と内 容 の表 示 は、 意 味 は、

一66一



違 うが、 同 じ 「SHOW」 コ マ ン ドを使 用 す る。

例 え ば 、最 終 的 に/7と い う検 索 集 合 が 作 成 され た と き、 タイ トル表 示 の構 文 は、 次 の よ う

に な る。

SHOWP1/7

P1は 、 タイ トル 出 力 を指 示 す るパ ラ メ ー タで あ る。

そ の結 果 、

記事 タイ トル1

記 事 タ イ トル2

記 事 タ イ トル3

の3件 の タイ トル が得 られ た とす る。 ユ ー ザ は、 こ の 中 か ら内 容 を 見 た い 記 事 を 選 択 す る こ

とに な る。

こ こで、 「記 事 タ イ トル2」 の 内容 を見 た い と きの構 文 は、 次 の よ うに な る。

SHOWP3/72

P3は 、 内 容 出力 を指 示 す る パ ラ メー タで、 「2」 とい う番 号 指 定 は、 記 事 タ イ トル の2番 目

と い う意 味 で あ る。

4.5.2通 信 制 御 機 能

オ ン ライ ン ・デ ー タベ ー ス ・サ ー ビス を利 用 す る うえ で通 信 は必 要 不 可 欠 で あ る。 通 常 は、

パ ソ コ ンで 通 信 ソ フ トを稼 働 さ せ て検 索 を行 う。 本 プ ロ トタ イ プ ・シ ス テ ム は、 ユ ー ザ ・イ

ン ター フェ ー ス に重 点 を置 い て い るので 、MS-Windowsを 採 用 して い る。MS-Windowsア プ

リケ ー シ ョ ンに も通 信 ソフ トは、 い くっ か あ り、 そ の ま ま で も利 用 で き る。 しか し、 本 プ ロ

トタ イ プ ・シ ス テ ム は、 キ ー ワ ー ド作 成 支 援 機 能 も含 ん で い る の で 通 信 機 能 を 内 蔵 す べ きで

あ り、 しか も、通 信 ソフ ト並 み の機 能 が 要 求 さ れ る。
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MS-Windowsで 通 信 を サ ポ ー トす る こ とは、 簡 単 で は な い。通 信 は、 パ ソ コ ンの シ リア ル

ポ ー トに モ デ ムを接 続 して 、 行 わ れ る。 特 に、 受 信 デ ー タ は、 転 送 速 度 が フ ロ ッ ク ス ビ ー ド

に比 べ る と遅 く、 い つ デ ー タが 着 信 す るか分 か らな い。:通信 は、割 り込 み制 御 な の で、MS-W'

indowsア プ リケ ー シ ョン よ り処 理 が 優 先 され る。

しか し、MS-Windowsは 、 複 数 ア プ リケ ー シ ョ ンが 同時 に実 行 で き る と い う構 造 原 則 が あ

る。 受 信 デ ー タの チ ェ ッ クを単 な るル ー プ構 造 に す る と他 の 実 行 中 の ア プ リケ ー シ ョ ンの処

理 が停 止 して しま う。 こ う した 問題 を 解 決 す るた め に、MS-Windowsの タ イ.マ ー 制 御 を使 用;

す るの が 一 つ の方 法 で あ る。 タイ マ ー 制 御 と は、 指 定 した間 隔(通 信 の場 合 は0.1秒 程 度)

に1度 ア プ リケ ー シ ョン に メ ッセ ー ジ を返 す 機 能 で あ る。 す な わ ち、 タ イ マ ー の メ ッセ ー ジ

が 帰 って く る タイ ミ ングで受 信 デ ー タ の チ ェ ック を 行 い、 他 の ア プ リケ ー シ ョ ンに 迷 惑 を か

け な い とい う思 想 で あ る。 こ う した思 想 で、 デ ー タベ ー ス検 索 で の 送 受 信 を 行 う。 ま た、 通

信 ソ フ トに も あ る機 能 で 、 オ ー トパ イ ロ ッ ト機 能 、 通 信 条 件 設 定 機 能 を用 意 して い る。

(1)オ ー トパ イ ロ ヅ ト機i能一:、.・ ・ 、,-1

オ ー トパ イ ロ ッ ト機 能 は、 回線 の接 続 か らデ ー タベ ー ス の 検 索 を 開 始 す る ま で の 間 を 自動

運 転 す る機 能 で あ る。 ユ ー ザ が入 力 す る部 分 は簡 易 フ ァイ ル に納 め られ て い る。

処 理 の流 れ は、 次 の とお りで あ る。.・'

①DCB(デ ー タ ・コ ン トロー ル ・ブ ロ ック)作 成

通 信 条 件設 定 機 能 で 入 力 さ れ て い る通 信 条 件 をDCB(デ ー タ ・コ ン トロ ー ル ・ブロ ッ

ク)に セ ッ トす る。 、

② モデムの初期化

ATコ マ ン ドで モ デムを初期化す る。

③ 回線の接続

ATコ マ ンドに電話番号を付加 して送信する。
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④ ロ グイ ン ∵「'・t/:"'パ1

ロ グイツ 名V`パ ス ワー ド、 チ ャー ジ ・コ ー・ドを簡 易 フ ァ イ>vか ら取 り出 し送 信 ず る。

⑤ デ ー タベ ー ス ・メ ニ ュー の選 択 番 号 入 力'

デ ー タベ ー ス独 自で オ ンラ イ ン表 示 す る メ ニ ュ ー の 選 択 番 号 を 簡 易 フ ァ イ ル か ら取 り

出 し送 信 す る。

簡 易 フ ァイ ル に は、 本 来 、 通 信 ソ フ トウ ェ アを 使 用 した デ ー タベ ー ス検 索 処 理 で は、 手 で

入 力 す る項 目 を テ キ ス ト形 式 で格 納 して い る。'

(2)通 信 条 件 設 定 機 能

デ ー タベ ー ス に よ って 、1秒 間 に転 送 で き る情 報 量 の差 や、 コ ー ド体 系 の違 い等 、 通 信 に

関 す る情 報 を フ ァイ ル に格 納 す る機 能 で あ る。 こ こで扱 う項 目 は、 次 の と お りで あ る。

① セ ンター名

② 電話番号

③ コメ ン ト

④ 簡易 フ ァイル

⑤ リダイヤル回数

⑥ リダイヤル間隔

⑦ 転送速度

⑧ キ ャラクタ長

⑨ ス トップ ビッ ト

⑩ パ リテ ィ

⑪Xon/Xoff制 御

以 上 の よ うな 、情 報 を、 ダ イ ア ロ グ ボ ック スか ら設 定 し、 フ ァ イ ル に格 納 す る。 こ れ らの

情 報 は、 オ ー トパ イ ロ ッ ト機 能 の実 行 して い る と きにDCB(デ ー タ ・コ ン トロール ブ ロ ック)

に セ ッ トされ る。
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4.5.3通 信 モニタ リング機能

回線 を接続 中 にはどのよ うな障害 が起 こるか分か らない部分が あ る。通常 の通信 ソフ トウェ

ア はデ ィスプ レイ上 に相手側 の メ ッセ ー ジが表示 され、 そ の内容 に対 して ユ ーザが応 答 す る

仕組 みにな ってい る。 この場合、 ユーザ はどの よ うな メ ッセ ー ジが送 られ て い るか が一 目瞭

然 であ る。 しか し、本 プ ロ トタイプ システムは、 ユ ーザ ・イ ン ター フェー スに重 点 を 置 き、

コマ ン ド入 力を可能 な限 りな くしてい くとい う考 え方 で設計 して い るの で、必 然 的 に相手 か

ら受信 した メ ッセー ジを 自動加工編集 して表示す る こと にな る。 したが って、 昨 年度 の シス

テムで は生 の メ ッセー ジは隠 されていて見 る ことが で きなか った。 そ こで本 システ ムで は、

通信 のや り取 りを ウィン ドウ表示 し障 害が起 こった ときの参考 にす る ことに した。

一1
COmm皿iCatiOnmOniter

《 通信状況の表示 》

図4-31通 信状況表示 ウイ ン ドウ

通信制御 の作成法 の複雑化 の、背景 と して は、 最近 のパ ー ソナル コ ン ピュー タ及 び周辺 機

器の高性能化 によ る選択 の幅が増 えた こ ともひ とっ の原 因 にな って い る。 端末 と回線 を接 続

す るモデムで さえ色 々な ことがで きるよ うにな った。 通 信制 御 で一 番 気 を使 わ な くて はな ら

な い部分 は受信 である。 この部分 の制 御、例 えば フロー制御 を従来 プ ログ ラム側 が受 け持 っ

て いた部分 をモデムが受 け持つ よ うに な った。 この よ うに、 ハ ー ドウ ェアの機 能 の あ りな し

によ って もプログラムの範囲 が変化 して い く現状 であ る。
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5.プ ロ トタイプ ・システムの基本操作

5.1シ ステムの起 動

Windowsを 起動 す る とっ ぎの グループが表示 され る。

Windows

セ ッ トア ップ

こ… ⑳ アイコンを一 リ・－

Ke

KEWORD

このとき、っ ぎのWindowが 表示 され る。

これが、 海外運用 システムの メイ ンWindowで あ り、上 の枠 が入 力、 生 成 した キ ー ワー ド

で下 の枠 に表示 され るのが上 の枠 を 日本語 に訳 した単語 であ る。

-71一



5.2メ ニ ュ ー 別 機 能 説 明t、.:;議 、6∴t,t∵ ・ 、 ・ ・."・一

(1)keywordメ ニ ュ ー ・.・.・

索篭:㌫ 蕊 露㌶魏 で 表示さ亘㌍ ㌍
㌧1∵ ＼ 」∴ 『',1.、 ∵ ∵ ∴"・,、 口 い ∴1∴ ・1'"「 ・'

① ・ ・w・'

.一 、,一 ・.r.一 、1'"

キーテ ド経 入 力す る.通 常1件 ずつ期 す るカ・C・・1+E・ ・er、を期 す1るこ とi≒よ

り複数 の キーワー ドも入力で きる。

i「1[llＬtい 三'恥'1二irtd

pleaseinpu十keyword!

`
二で,鯖 璽

ダイ ア ロ グ ボ ック スに検 索 に使 用 した い キ ー ワ ー ドを入 力 しokボ タ ンを ク リ ックす る。

複 数 の キ ー一:一ワ ー ドを入 力 した い場 合 に は1件 入 力 した 後 にCtrl+Enterを 入 力 す る と入

力 フ ィー ル ドが 改 行 され 再 び キ ー ワ ー ドの入 力 が で き る。
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②update

検索 キー ワー ドの候補 を修正 したいときに使用す る。

ア.KEYW(⊇RDWindowの なかの用語 で修 正 した い もの を選 択 す る。 選 択 した状態 は

っ ぎの とお りで あ る。

e

『

K

、]D〔mヨin

Op†ionQui†

隠隠

イ.keywordメ ニ ュ ー でupdateを 選 択 す る。

pleaseupda+ekel働rd!!

露
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ウ.ダ イ ア ロ グボ ッ ク スの 内 容 を修 正 してokを ク リッ クす る。

1」[stl;t†后

pleaseupda十ekeyWordl!

この よ うに用語が変換 され る。
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③delete

検 索 キー ワー ドの候補 か ら抹消 した い用語 があ る場合 に使用 す る。

ア.抹 消 したい用語 を選択 す る。

JAPANESE

イ.deleteを ク リ ッ ク す る。

deje十ekeyword!

璽
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ウ.確 認 用 の ダイ ア ロ グ ク リック でokを ク リッ クす る とっ ぎの よ うに用 語 が 抹 消 され る。,

ニ ゴ

[ll:「「、ろin

KeordSedrchUp†lon〔 とJui†

KEWORD

JAPANESE

④allclear

検 索 キ ー ワ ー ドの候 補 を す べ て 抹 消 した い と き に使 用 す る。

ア.keywordメ ニ ュー でallclearを 選 択 す る。

keywordsallcledr!

躍
イ.確 認 用 ダ イ ア ロ グ ボ ッ クスでokを ク リッ クす る と、 す べ て の 用語 が 検 索 キ ー ワ ー

ド候 補 が抹 消 され る。

⑤alphabetica1

用 語 の範 囲 を ア ル フ ァベ ッ ト文 字 列 で 指 定 して採 用 した い検 索 キ ー ワ ー ドを選 択 す る。

ア.keywordメ ニ ュ ーでalphabeticalを 選 択 す る。
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ユ1[・h十 ・后†i〔ユ1・'・':tt"十1

イ.FROMとTOに 用 語 の範 囲 を指 定 しokを ク リックす る。

ヨ1riトほL后 †ic引 …巴ヨrI:卜1

FROMb 1

TO 極 「

ウ.採 用 した い用 語 を上 部 の リス トボ ック スか ら一 つ ず っ選 択 し、selectを ク リッ クす

る 。

}・ρ ドい,1㍉rd!el二1=†

ABUKUMARIVER

ABUNDANTCROP

ACCESSOR正S

ACCIDENTPREVENTION

ちAバ 台 ↓壕㌶紛.～ 翻

鋼
臨瞳
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エ.下 部 の リス トボ ックスの用語 を確認 した らokを ク リックす る検索 キー ワー ド候 補 に

登録 した くな い もの を選択 して しま った場合 はそ の用語 を選 択 して ↑↑を ク リックす

る。

十二こ
↓
φ
一

≡三

ABUNDANTCROP

ACCESSORIES

ACCIDENTPREVENTION

ACCIDENTS

ACCOUNTCLOSINGS

ACCOUNTSEＴ 「LEMENTS

1、,嫉 … ひ
類

ABANDONEDMINES

ABLESEAMEN
ABUKUMARIVER

い 亘

.'`'.

ハ・∨"戸 〆ヰ ・ぺ ・. 潟 lllllii$iー

オ.下 部 の リス トボ ック スに表示 してあ る用語 が検索 キ ーワー ドの候 補 になる。

已

Keo「d¥earchUp†lo「1

　lir
`1:m日 田

WUI十

KEYWORD

ABANDONEDMINES

ABLESEAMEN
ABUKUMARI>ER

JAPANESE

几

船 員

B可武BftJll
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⑥hierarchies

英 日 シ ソ ー ラ スを 上 位 階層 か ら検 索 して検 索 キ ー ワー ド候 補 に した い 用 語 を 選 択 す る。

ア.keywordメ ニ ュ ー でhierarchiesを 選 択 す る。

hfE;1.ヨf・:hl合 二らヨrl二h

**GENERAL**+

**ECONOMICSANDI卜 」DUSTRIES**+

**MANAGEMENTANDCORPORAT王ONS**+

**AθURICULTURE
.FORESTRYANDFISHER正ES**+

**FOODS**+

**FIBRES .TIMBERANDPULPx*+

**RESOURCESANDENERGY**+

**MININGMETALANDCERAMICS**+

脳
鰍

.

◎

[

ト

.u

9.

冷感

'

町

一■

∨

」
霊

.…
堅

⇔灘 三磯
.匠 鰺',.鱒

]も 楡ヂ ←'ぺ"、.、 、."

ふ...～,.旦

イ.NTが 下位語検索、BTが 上位語検索 で末尾 に 「+」 がつ い て い る用語 には下位 語 が

存在 す ることを現 してい る。

ウ.NTお よびBTを 実行 す る場合 は、 リス トボ ックスか ら一 件用 語 を選択 してNTま た

はBTを ク リックす る。

エ.検 索 キー ワー ドの候 補 したい用語 を見 つ けた ら、 その用語 を選 択 してokを ク リック

す る。

⑦word

入 力 した用 語 を 含 む 用 語 を 検 索 す るた め の機 能。

ア.Keywordメ ニ ュ ーでwordを 選 択 す る。

pleaseinpu十word!
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イ.検 索 した い単 語 を入 力 し、okを ク リッ クす る。

Wl:lrl]…eヨrt:卜1

pledseinpu十word!

ウ.検 索 キ ー ワ ー ド候 補 に した い用 語 を 選 択 す る。 操 作 は、alphabeticalの 用 語 選 択 と

同 じで あ る。

TOOLS
TOOLSFORDAILYUSE

DISPOSABLETOOLS

MACHINETOOLS
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⑧related

関連語 検索 を行 う機能。

ア.用 語 の末尾 に 一>Rが 付 いて いる用語 には関連語 が存在 す る。 関連 語 の あ る用語 を

選択 しKeywordメ ニ ューでrelatedを 選択す る。

JAPANESE

イ.検 索 キ ー ワ ー ド候補 に した い用 語 を 選 択 す る。 操 作 は、alphabeticalの 用 語 選 択 と

同 じで あ る。

METALWORKINGMACHINERY

WELDINGMACHINES
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⑨details

選 択 した用語 の 詳 細 情 報 を表 示 す る。

ア.詳 細 情報 の 見 た い用 語 を選 択 し、Keywordメ ニ ュ ーでdetailsを 選 択 す る。

ぎ
Ke

KEWORD

1][,1=「「1_ttirl

Qui†

「隠

JAPANESE

イ.詳 細情報 が表示 され、確認 した らokを ク リックす る。

RTMETALWORKINGMAC卜ilNERY

WELDINGMACHINES

工

金属加工機械
溶接機(YOSE「SU・
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(2)Searchメ ニ ュ ー

「Search」 メ ニ ュ ー を ク リ ックす る とっ ぎに示 す メ ニ ューが 表 示 さ れ る。 こ こで は、 検 索

操 作 等 、 直接 通 信 回 線 を使 用 した操 作 を 担 当 す る。

command

diSCO「 旧ec†

①connect

予 め、Optionメ ニ ュ ー で設 定 して い る通 信 条 件 で ター ゲ ッ トとな る デ ー タベ ー ス と回

線 を接 続 す る。

ア.connectを ク リ ッ クす る。

DBname_:

TELnumber=

comment...:日 経 〒 レ コ ンBi

團團 塵圏

イ.確 認 用 ダ イ ア ロ グ ボ ック スでokボ タ ンを ク リッ クす る。

こ こで、 接 続 状 況 ウ ィ ン ドウが表 示 され る。

ウ.接 続 確 認 用 の メ ッセ ー ジ ボ ック スが表 示 され た らokボ タ ンを ク リ ックす る。

②search

キーワー ド検索、集合演 算 によ る検索、検 索項 目を与 え る条 件検 索 等 の検索 を順序 よ く

行 うための機能。

但 し、connectが 行 われて いない ときには無効で あ る。

通常 の検索順 序 は、っ ぎの よ うにな る。

一83一



ア.keywordメ ニューで作成 したキ ーワー ドで検索 を行 い、 キー ワー ドご とに検 索集 合

を作成 す る。

イ.検 索集 合同士 で論理演算 を行 い、新 たな検索集 合を作成 す る。

ウ.特 定 の検索集 合 に対 して検索条件 を与 え件 数 を絞 りこん だ新 たな検索 集 合 を作成 す

る。

エ.検 索集合 の件数 が少 な くな って きた らタイ トルの一覧 を表示 させ る。

オ・ タイ トル正 賓 の中な ら内容 の見 た い もの を選択 し・ その内容 を表示す る・

③command

検 索 コマ ン ドを 直接 入 力 して、 結 果 を表 示 す る。 但 し、connectが 行 わ れ て い な い と き

は無 効 で あ る。

④disconnect

回 線 を 切 断 して 終 了 情 報 を表 示 す る。

(3)Optionメ ニ ュ ー

「Option」 メニ ュ ーを ク リ ックす る とっ ぎに示 す メ ニ ュ ーが 表 示 さ れ る。 こ こで は、 ター

ゲ ッ トとな る デ ー タベ ー スの通 信 条 件 を設 定 す る。

modemse†

WordEn†ry

WordDele†e
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①DBselect

ター ゲ ッ トと な るデ ー タベ ー ス を選択 す る。 同 じデ ー タベ ー ス の場 合 で も ロ グ イ ン

名 やパ ス ワー ドの違 う場 合 もあ る た め、 「centersetup」 で 設 定 した名 前 を選 択 す る。

ア.DBSelectを ク リ ッ クす る。

DBname

圏
國

イ.選 択 した い デ ー タベ ー ス名 を選 択 しokボ タ ンを ク リッ クす る。

L}.己 、1ヒ;ム:llヒ ニ;ヒt-「1　T

－

一
【∨

》
一

C/DBname..=-

Mノ]メ)ト_...:一

nikkei-dpc T/TELnumb.:0,56062333一

da†abasepromo†ioncen†e「

警標r端 警'聯〔 騨
r直.一 ●、.^.」{.

圃i幽間 齢
:オ'、x‥「店 ≒ ご'

ちぎ⇔耳 目〔 一.、.

一.一 一7●_一 」

ウ.okボ タ ンを ク リ ッ ク す る。
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②centersetup

デ ー タ ベ ー ス の 通 信 条 件 を 設 定 す る 。

アcentersetupを ク リ ッ ク す る 。

LI呂1白 ヒt:二;Lこtll-1卜'

イ.登 録済み のデー タベースまた はく新 規登録〉 を選択 しokボ タンを ク リックす る。

'亘1丁

Ω～センター名:1-【 巨凪NOO澗62333

M/コ メンE._.■d・+・b・sep・ ・m・ti・n・e・t・ ・

E/簡 易 フPイJV..・ldp・.P・。「 一 「

慰噺 アル回数 匝コ ム/・別 ア間 隔匝コ 秒

S/転 送 速 度.

VキVラ ワタ長...

R/11。リティビ'りト.

X/>〈on/×off..:

陥 漢 字 コード..:

=03{]0()1200◎2400(>4日0009600

:◎ 日(>7Q/ス ト・yフ。ビ`り}㌔:◎10201.5

:0奇 数 ○ 偶 数 ◎ 無 し1～SI/SO.:○ 有 り◎ 無

◎ 有 り ○ 無 しR/mo-E:㊥AUXIOAUX20AUX3

0JISO旧JIS◎ シフトJISONEC漢 字

睡 團 國麗團

ウ.所 定 の項 目を入力 して了解 ボ タ ンを ク リックす る。
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③modemset

モ デ ム の初 期 化 コマ ン ドの設 定 と回 線 の種 別 を設 定 す る。

ア.modemsetを ク リ ックす る。

1・,1rl「|F「1～1:三:ET

INITIALIZEMODEMCOMMAND

◎TONE

OPULSE

國

イ.モ デ ム初 期 化 コ マ ン ドと回線 の種 類 を選 択 しokボ タ ンを ク リッ クす る。

ダ イ ヤ ル回 線 の と き は、PULSEを 、 プ ッシ ュ ホ ン回線 の と きはTONEを 選 択 す る。

※ オ ム ロ ン 「MD24XL10VFAX」 を使 用 す る場 合 の初 期 化 コマ ン ドは、AT¥

N2QOv1EO¥J2¥xOが 良 い よ うで あ る。

④WordEntry

ユ ー ザ辞 書 の 登録 を 行 う。

ア.WordEntryを ク リ ックす る。

japantise+erms－ 翻
イ.登 録 した い英 語 と日本語 を入力 してokを ク リックす る。
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⑤WordDelete

ユー ザ辞 書 に登 録 さ れて い る用 語 を削 除 す る。

ア.WordDeleteを ク リックす る。

rATri兵L.1「1〒Pr「ll=11Pi芭TP

舟W■=品 麺

イ.削 除 したい用語 を選択 しokを ク リックす る。
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5.3日 本 語 キ ー ワ ー ドで の 検 索 例

(1)キ ー ワー ドの設 定

Keywordメ ニ ュー で 「カ テ ナ」 と 「コ ンパ ック」 の2件 の キ ー ワー ドを作 成 す る。

KerdSearchOtionQuit

KEYWORD

JAPANESE

(2)回 線 の 接 続

Searchメ ニ ュ ー のconnectを ク リ ッ ク す る。

DBname...:

TELnumber:

commen十...=

籔纈:楡 讃 ・、・
'庖－

nikkei-dpc

O,56062333

databasepromo十i
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こ こで、okボ タ ンを ク リ ックす る。

(3)検 索

① キ ー ワー ドに よ る検索

Searchメ ニ ュー のSearchを ク リック す る とっ ぎの画 面 が表 示 され る。

プログラム マネージャ ?

ア イ コン(Dオ プシ ョンCΩ)ウ ィ ン ドウ(鋤 ヘル プ(且)

イ ン

。9、,、S、,,,h
マネーξKEWORD

dcmain ◆

†ionQuit'

1見8フ ァ

デ

コンバ ック

,』1耀 麟

　 　⌒ 甑 μ、 蝿c・ 灘}、.

ここで、 キー ワー ド毎 の検索集 合が作成 され る。
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② 論理演算 による絞 り込 み

logicボ タ ンを選択 す るとっ ぎの ダイアログボ ックスが表示 され る。

種麹魍 魎 陸圏

allandボ タ ンを ク リックす ると上 記 のよ うに 「/1AND/2」 とい う式 が 自動 的 に

生成 され る。

こ こで、okボ タ ンを ク リックす ると新 たな検索集 合が作成 され る。

2了6コ ン」cック

8/lANDt・2

睡 蓮璽 麗麗圏 睡 圏
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③ 検索条件 による絞 り込み

検索集合 テー ブルで絞 り込 みたい検索集合 を選択 しsecondボ タンを ク リックす る とつ

ぎのよ うな二次検索 ダイア ログボ ックスが表示 され る。

ここで 「1994年 の記事」 が検索 した いときはっ ぎのよ うに入力okボ タ ンを ク リックす

ると、 っ ぎのよ うに絞 り込 まれ た検索集合 が作 成 され る。

羅
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④ タイ トルー 覧の表示

検索集合 テ ーブルか らタイ トルを見 たい検索集合 を選択 しokを ク リックす る とっ ぎの

ような タイ トルー 覧が表 示 され る。

re†rievalse†

魔羅鶏 ㌧吟 ・¢'`蔚 魎

⑤ 内容 の表示

タイ トルー 覧 ダイア ログボ ックスで見 たい記事 を選択 しokボ タンを ク リックす る とっ

ぎのよ うな内容 が表示 され る。

1.カ デナー 外資パ ソ コン卸間[コ広 く、機種の大 中小問わず(小 さな巨人)

941/11 日経 産業新聞P241733字 表写絵FAX可

「亮付いている人は意外に少ないが、大型汎用機からパソコンまでの流通 ・ソフ ト巨
発 を幅広 く手掛 け られる 日本初の企業の誕生 だ」 今春姿 を現す 「新生カ テナ 」 〔
つ いて、あ るソフ ト会社社長 は指摘す る。

米 ア ップル コン ピュー タやIBM、 コンパ ックな ど外資系 メーカーのパ ソ コン販売 一

トップ クラスの実績 を持つ カデナは、 四月一 日に大 型機向 けソフ ト開発やパ ソ コンソー

⑥ 検索 の終了

それぞれ の ダイ アログボ ックスでQUITボ タ ンを ク リック し一 階層 ず つ基 本 ウイ ン ド

ウに戻 って い く。
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(4)回 線 の切断

Searchメ ニ ュ ー のdisconnectを ク リ ッ ク す る と っ ぎ の 画 面 が 表 示 さ れ る 。

DBname...:

TELnumber:

commen十_:

nikkei-dpc

o.56062333

da十abasepromo十i

國

okボ タンを ク リックす ると終了情報 が表示 され る。

つLい
ただ今の使用量は次のとおりです

ユニリト単価 使用量

利 用 終 了時 刻1994/07!1910:10JST

ユ ー ザ ー コー ドBZO11日1

璽
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6.プ ロ トタイプ ・システム の評価

本 プ ロ トタイ プ ・システムを使 用 して、単純 に見 た操作面 、 検索 方 法 の考 え方 、 ど こまで

の機能 をサポー トすべ きか とい う点 にっ いて検証 した。

(1)操 作面

操作面 につ いては、MS-Windowsの 操 作 に慣れて いるユ ーザで あれ ば誰 で も単 純 に操作 で

きる。 しか し、対象 とす る相手 が商用 の デー タベ ース とい うこ とな ので 、 その検索 コマ ン ド

の思想 を知 らなければな らない。 ここが、 コマ ン ド入 力 な しに ほ とん どの操作 がで きる この

システムのある意味で の矛盾点 にな って いる。す なわち、対象 とす るデー タベースの、

① データの種類

② 情報の活用法

③ 検索方法

④ 料金体系

⑤ 検索戦略

を知 らな ければ、厳密な意 味で の効率 の良 い検索 はで きない。 あ くまで も、 あ る程度 デー タ

ベー スを知 って いるユ ーザで ない と使 い こなせな いで あ ろ う。 しか し、 デ ー タベ ースの仕組

み があ る程度理 解 して いるユ ーザが難 しくな い検 索 を行 う分 に は、 分 か り易 い システ ム とい

え る。

したが って、 本 プロ トタイプ システ ムの検 索支援 とい う名前 は、 検 索 手 続 きを支援 す ると

い うよ りもバ イ リンガルな機 能 で海外 ユーザを支援 す るとい った意 味の方 が今 の ところ強 い。

バ イ リンガルな機能 は、 内部辞書 の使 い方 は、 だい たい あの よ うな使 い方 が、 現状 の資 源

で は限界 と考 え られ る。 しか し、問題点 もあ る。 一 つ は漢字 を扱 うこ とを宿 命 と した システ

ムで あ ることで、 ハー ドウェア自体 は外国性 で も、使用 す るOSを 使 用 しなければ な らない こ

とで あ る。特 に 日本語MS-WindowsV3.1は 、 ファイル 出力 プ リンタ出力 の細 か い設 定 が 日

本 語表示 の ダイ アログボ ックスであ り、 日本語 を い く らか は理解 で き る外 国人 ユ ーザが使 用

す る とい って も使 い難 さは避 ける ことがで きな い。 また、MS-Windowsが 日本語 版 の場合 外

国の ソフ トウェアが動 かない可 能性 があ ることも問題 で あ る。 この こと は、 す べて のバ イ リ
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ンガル ・ソフ トウェアに も共通す る問題 で ある。 細 か い点 で は、 範 囲指 定 に よ るシ ソー ラス

検索 や単語 によるシ ソー ラス検索 は、手 入力 しな くて も実現 が可能 なので はないか との意 見

もあ る。

(2)検 索方法 の考え方

本 プ ロ トタイプシステムは、 日経 テ レコムBizの 新 聞記事情 報 が ターゲ ッ トで あ る。 この

ため、 ある程度検索 方法が限定 され て いる。 一般的 な検索順序 か らい うと、

① 検索キーワード個別の検索

② 検索キーワード個別の検索の結果としてできた検索集合同士の集合演算で新たな検索

集合を作成する。

③ 任意の検索に対して条件検索を行い新たな検索集合を作成する。

④ 検索件数の少ない任意の検索集合に含まれている記事のタイ トルの一覧を表示する。

⑤ 記事のタイトルの一覧から任意のタイ トルの内容を表示する。

のよ うにな る。 ここで は、① が一次検 索 で、②、③ が二 次検 索 で あ ると解釈 して い る。 しか

し現実 の コマ ン ド体系 は もっと柔軟 で あ り、②、③ よ り後 に① を実 行 す るこ ともで き る し、

①、②、③ の混在 した検索質 問式 を実行 す ることもで きる。

今 回、②、③ の後 に① を実行 す る機能 とコマ ン ドを 自由 に入 力す る機 能 を併用 す る ことで

あ る程度 は解 消で きた。 しか し、① 同士 の検索 式 の 自動 生 成 は コマ ン ド入力 で な い とで きな

い 。

この問題 は、 デー タベ ースの性質 によ って も違 うし、 ユーザの習熟度 に よ って も違 うの で、

結論 をだす のが難 しい。

(3)機 能 の限界

本 プ ロ トタイプ システムは、閉 じた システム と して ど こまで の機 能 を搭 載 させ た らよいか

とい う課題 があ る。現在、稼働 してい る環境 は完全 とはいえ ないまで もマル チ タス クで あ る。

同時 に稼働 す ることはで きないが アプ リケー シ ョンを途 中で止 めた状 態で別の アプ リケーシ ョ

ンを稼働 す ることがで きる。 その別 の ア プ リケー シ ョンの機能 まで 閉 じた システ ム に搭 載 す
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る必要 が あるか との議論が ある。実際問題、結論 が 出て いるの は、 機械 翻 訳 とデ ス ク トップ

パ ブ リッシ ングは別 アプ リケー ションに した方が よ い とい うこ とで あ る
。 これ らは、 一 つ だ

けで もかな り環境 を圧迫す る重 いアプ リケー ションで あ る とい うのが理 由 で あ る。 そ して、

この プロ トタイ プシステムで一番 問題 のあ る通 信制御 機能 で あ る。 本 来、 単 独 の アプ リケ ー

シ ョンであ るもの と同等 の機能 を もった ものでな い と実用 化 は難 しい面 が あ る。 しか し、 現

状 の設計 では、分離 す ることは、 困難 であ る。 これ も、 分離 で きな くて、 専 門 の ア プ リケ ー

シ ョンまでの機能 が伴 わない とい う矛盾 を抱 えて いる。

全体的 に もう少 し使 い込 まなければ、設計指針 の確立 は困難 で あろ う。

一97一



7.将 来 の検索支援 ソフ トウ ェアの位置付 け

現在、色 々な面 で オ ンライ ン情報通信 サー ビス産 業 が注 目を浴 びて いる。 例 え ば、 平 成7

年1月17日 早朝 に起 こった阪神大震災 で も道路、電 気、 ガス、水道 な どの ライ フ ライ ンが寸

断 され る中、被災者 との連絡 を とるのにパ ソコ ン通 信 の電子 掲示板 が活躍 した。 この よ うに、

具体 的 に生活 と密着 した事例がで れば今 まで評価 して いなか った層 も考 え方 が変 わ るだ ろ う。

政府 で も、 こう した産業 の基盤整備 が さ らに新 たな産 業 を産 み出す ことに期待 して い る動 き

もあ る。郵政省 の審議会で は21世 紀 の通信基盤 で ある全国光 フ ァイバ ー網 敷設 の スケ ジュー

ルを答 申 した。 この マルチメデ ィアの時代 にどの よ うに利用す るか は、法 的整 備 等 も必要 で、

これか らの課題 となるだろ う。 この よ うにデ ー タベ ース産 業 を取 り巻 く環 境 はよ くな る方 向

にあるといえ るだ ろ う。 問題 は、 デ ー タベースの普 及以上 にデ ー タベー スを利用 す る ノウハ

ウで ある。「何 のため に利用す るのか」、「どのよ うに利用で きるのか」、「コス トに見 合 うのか」

とい うことが ほ とん どの企業 が不 況下で経費節減 を行 って い る日本 で は、 悩 み の多 い と ころ

であ る。最近、学術 団体、民 間等 で イ ンターネ ッ トが普 及 して い る。 これ は、 世界 的 に張 ら

れたネ ッ トワー クで相手 の端末のIDを 知 って いれば誰で もデー タを参照す るこ とがで きる。

これに も色 々なユーザ イ ンタフェースがあ り、参考 にな る部分 が多い。現状 の商 用 デー タベー

スは、端末 がm－ カル エ リア ・ネ ッ トワー ク(LAN)シ ステムにす るシステ ムが出て きて いる。

これ も、時代 の趨勢 で あ る。検索 デー タを加工編 集 す る ことは、 基 本的 には端 末 で あ るパ ー

ソナルコ ンピュー タでで きる機能 はすべてで き る時代 にな った。 将来 的 に は、 異 機 種LAN

システムとたのネ ッ トワー クをっな いだ統合的な方 向 にい くことが予 想 され る。 ユ ーザ イ ン

ター フェース ももっと発達 して、 デー タベースの種類 に よ って あ たか もデバ イ ス ドライバ の

よ うに使用 し画面 を切 り替 え る検 索項 目テ ンプ レー ト方式 が理論上可能 にな って くるだ ろ う。
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